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一.殷
に
神
を
坐
活
の
中
心
と
し
.
.て
い
た
杏
代
.民
族
の
^
で
も
イ
ー
ス
.ラ
-

‘H:

ル
民
族
ほ
ど
宗
敎
的
な
民
族
は
'な
か
つ
た
。

イ
ス
.
ラH:

ル
人
に 

と
つ
て
宗
敎
は「

坐
命
の
坐
命
»-
-
で
あ
り
、砷
ご
そ
最
高
の
現
實
で
あ
り
、究
極
の
實
在
で
あ
つ
^ !
。
''
獨
特
な
信
仰
が
彼
等
の
歷
史
ど
思
想

.-
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.
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'

と
を
_

し
て
い
：た
？
：神
を
離
れ
て
は
眞
I

る
.

I

を
結
ぶ
も
の
•で
あ
り
.、
'從
'つ
て
神
之
人
間
と
の
關
係
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
が
.、
イ
ス
ラ
干
ル
の
宗
敎
の
特
色
.は
、
こ
の
神
と
人
間
の
關 

係
れ
契
約
と
律
法
と
を
媒
介
と
：し
た
：-
穆
獨
特
め
關
係
に
ょ
'つ
て
嚴
格
に
規
定
さ
れ
て
い
た
と
.い

ぅ

こ

と

で

あ

：る

。

こ
：こ

'に
イ
ス
ラ
；
ル

A

^

l

i

f
 

1

1

1

1

^

1

1

1

 

:

も
根
本
的
编
遠
す
る
理
I

I

:
の
で
|

。1

ら
宗
敎
'の
間
題
I

,
て

基

今

、

契

約

琢

い

，い
、
：
律

法

.と
：

つ
允
が
、
そ
れ
は
.ニ，體i

が
な
^.
も
の
ヤ
あ
る
か
。
：:

ュ

,:

:

■

■

:
■
丨
.

，•
イK

:

ラC

ル
の
大
預
言
者
#

1
セ
に
率
い
ら
机
て
ェ
^
プ
ト
を
脆
出
1.
て
故
鄕
九
..ナ
ン
：

(

に
向
つ
.た
.イ
2
フH:

ル
は
、
途
中
シ
ナ
イ
山
に 

お
い
て
，
.モ
I
:セ

を

仲

介

上

し

：て
，ャ
：ト
ウ
：
：ェ

..神
と
特
殊
關
係
を
結
ん
だ
が
、::
こ
0
特
殊
關
係
と
は
、
ヤ
ー
ウ
ュ
神
が
イ
ス
ラH

.

ル
の
神
と

な
り
、
イ
ス
ラ
！

{

ル
が
’ャ
ー
,
^
^
:
の
議
民
と
.な
^
こ
七
で
あ
つ
て
、
£
れ
に
ょ
や 

エ
ル
は
ヤ
ー
:ウ
i
神
を
唯
一
の
神
と
し
て
禮

.

.

. 

• 

- 

• 

• 

.

.

.

.

.

. 

.

. 

-

-
,
;■
社
會
思
想
と
し
て

o'<.

ブ」

フ
.̂
ズ
バ
ム
ン'

■

IV. 

C

七
五
七

)

ノ 

■



拜
し
、
こ
れ
に
.服
從
す
る
義
務
を
負
い
、
.ャ
ー
ゥ
ェ

は
ィ
ス
ラ
エ
ル
を
己
が
民
と
し
，て
遮
び
、
' こ
れ
を
庇
護
し
、
>
こ
：れ
fc
限
り
な
き
幸
福 

を
與
え
る
と
い
う
責
任
を
負
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
契
約(

B
e
r
i
t
s

の
本
質
で
あ
る
。

.

元
來
、契
約
は
法
的
电
語
で
あ
'っ
'て
、

.

少
く
と
も
一
ー
御
の
人
格
間

.の
意
志
の
合
致
を
俊
っ
て
始
め
て
成
立
.す
る
關
係
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

さ
て
^

も
人
«

も
共
に
火
格
で
あ
り
.
’
等
.し
：く
意
志
:̂
主
；體
^

あ
る
か
，ら

、
，
^

'©
.欲
す
る
と
こ)

る
.に
從
っ
て
任
意
に
契
釣
を
結
び
、
そ
^

;

- 

;

;-
■■
-
 

■ 

: 

.

.

.

.

,

-
 

... 

.

一.

-

.

.

.

:

に

基

、，
て.行
動
す
る
■こ
^:
.が
で
き
る
箸
で
あ
る
0
:.し

が

：
し
.、
..輔

..... 

-

.

•

•
 

- 

■ 

. 

..\. 

,
•
•
.•
. 

- 

- 

.

一'

'

.

■

で
.
.あ
っ
.

て
、
#

4

人
間
：の
創
造
者
贫
あ
が
、
„

人
«

は
祌
0 .

被
造
者
で
'
あ
っ
そ
、
冬
こ
に
，は«

. 

• 

- 

: 

* 

... 

•• 

• 
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. 
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. 
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.
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•

の
_
係
が
齩
袼
す
る
。
»
は
祌
聖
不
.可

侵

な

る

：意

志

：を
：以
：て

入

間

の

藤

臾

と

：社

會

と

を

創

り

出

：4
 

か
か 

パ
る
特
殊
.の

關

睬

に

立

：
っ
，當

事

#.
間
の
势
約
把
あ
^
か
ら
、
*

論
、
Vわ
れ
わ
れ
が
'い 

な
い
:0
こ
の
契
約
ぬ
お
い
て
、
*
ず
近
^
ぎ
て
鑛
ぎ
か
け
る
%;
*
の
^

ー.ィ
ズ
ラ
-
ル
が
ャ
,1
ゥ
ェ
；を
選
ん
だ
の 

.で
は
な
く
、
.：ヤ
ー
ゥ
■-
が
^:
'ス >

ラ
エ
：ル
を
選
ん
だ
.も
の
セ
あ
石
。
.-
'
;ィ
§
 

ェ.片
語
り
か
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
切 

の
ィ
-

^
ャ
デ
ィ
グ
は
神
め
剛
に
握
ら
れ
で
お
り
ヽ
ん
間
は
唯
ク
神
ー
の
意
志
^
ょ
づ
-て
計
畫
さ
れ
ヽ
^
明
さ
れ
た
も
の
を
爱
動 

.
入
れ
る
に
.す
ぎ
な
い
。
人
勝
は
神
の
意
志
を
是
認
し
.、
.こ
れ
に
信
賴
し
、
服
從
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
無
論
人
間
は
奴 

隸
的
に
强
制
さ
れ
る
の
で
.は
な
：く
、
自
由
な
る
意
志
に
基
い
て
行
動
す
る
の
.，.で
は
あ
る
が
、
.し
か
し
神
が
一
方
的
に
表
明
し
た
意
志
に
信 

:
從
す
る
と
い
.う
こ
ど
に
ょ
っ
て
契
約
||
'
'係
が
成
立
す
る
：の
¥
^-
る
。
覽
に
.こ
の
點
に
ィ
ス
ー
7
エ
ル
に
お
け
名
宗
敎
的
契
約
の
根
本
的
特
徵 

.
'が
あ
る
。
•彼
等
は
こ
の
契
約
を
誇
り
、.神
に
感
謝
し
、
神
の
眞
»:
と
憐
み
と
を
深
く
思
う
た
。
.世
界
の
支
配
は
彼
等
に
約
束
さ
れ
、
.光
榮 

は
ィ
ス
.ラH

ル
.の
勝
來
に
輝
く
。
契
^'
は
悤
寵Q

關
係
'を
現
わ
ず
。
.過
去
に
お
げ
る
ャ
ー
ヶ
ヱ
の
恩
惠
は
將
來
に
對
す
る
救
の
保
證
で
も 

あ
り
、.
契
約
味
現
在
及
び
未
來
へ
.の
希
望
で
も
ぁ
る
。麻
篇
は

ぃ

ぅ「

わ
れ
聖
言
に
よ
.つ
て
望
.を
抱
く」

と
。
：
.イ
ス
ラH

ル
が
神
の
命
令

を
忠
實
に
果
す
限
り
必
ず
救
が
與
え
ら
.る
1と
い
ぅ
希
望
が
堅
く
約
束
さ
れ
て
い
る
。
：

.
/
. 

\

 

.

'
ィX

ラ
,ラ
ル
；の
.
契
約
は
神
と
人■

議

に

袭
^

ょ
.つ
て
具
體
的
に
表
親
さ
れ
る
。
律
が
は
、
書
わ
诚
；契
約
の
內
容
.乃
至
倐
件
で
あ
.

恰
も
盾
め
兩
面
の
如
き
も
の

 

で
あ
つ
て
、
友
に
他
と
離
れ
て
：は
決
し
：て
存
在
.̂

る

-
上
は
で
.き
*

い
.
0

:

律
法
と
い4

邦
語
ほ
.：.

「

法
#
二.
'と
^

ョ
>-
: 

.1
产
ッ
パ
M
で
.は
'
'

「

法
章」

.^'l
a
w
,

 

G

a)-
s
e
t
z
r
l
o
i

が
あ
て
ら
れ
て
い
.る
。
'律

法

は

法

律

乃

至

法

：で

は

あ

る

が

、
.し
か
し 

"單
に
人
間
の
制
定
し
た
所
謂
普
：通
狹
_

の
故
#
で
は
な
く
、X
や
タ
ラ
.％ 

:ル.の
民
族
神
ヤ
：1
ヴ
み
か
ち
興
え
：ら
れ
た
法
'、
卽
ち
神
法
で
あ 

る
。
.神

ヤ

ー

ゥ

H.

の
意
^
の

啓
示
で
，あ
；り

こ

絕

叫

に

許

さ

な

い

〗

神

聖

不

可

侵

0

% :
の

で

あ

：つ
.て
.

.

、

只

管

'

 

方

的

に

，要

求

す

る

■
と

こ

ろ

.

.

.に

.

、'
香
の
.律
法
め
.
特
色
.
於
あ
る
.
w

 

.
 

'

'
■.

■
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'
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.ソ：舊
紛
_

日
め
最
初
0
2:
書
、ン

響

：靡

世

讀

.出
埃
及
詁
、：初

為

數

紀

略

及

び

-#
命

記

は

、
：
一
鵃

に
.：

「

：モ'.
.
]セ
办
：五̂

と
：も「

：

モ

，
 

)
セ
o
律
法
卜
を
も
將
篆
繼
法
め
書」

' 
と
も
照
ば
水
文
‘

て
、
馨

全

！|E

全
ft
：
の
—

.#

.冷
成
す
最
も
大
切
な
部
分
で
あ
々
て
、■
後
年
、

一土*
グ
ヤ
敎
は
.匆
論
、；ギ
リ
.ス
;̂
敎
.に
お
.い
て
も
特
に
蜇
要
視
ざ
れ
て
お
り
、パ
寄
0,
後
代
；に
反
被
じ
た
影
響
は
極
ぶ
て
：大
き
.い
。
：
；
律

法

め

書 

ど〕

い
づ
で
も
今
日
のr

六
法
全
書
1-
-
の
如
く
、
成
文
法
吹
條
文
だ
け
が
記
！

f

さ
れ
て
.い
る
の
で
は
な
べ
、
.
そ
れ
と
：一
緖
に
、
律
法
の
泡
定 

.

っ
わ
る
幾
多
の
歷
史
的
物
麗
混
然
と
記
述
さ
れ
て
&

。
そ
こ
_

戰
法
の
普
悪
典
と
異
る
南
徵
が
あ
ゐ
。
律
法
％
歷
史
も
共 

の〔

意
士
'̂
現
わ
れ
で
：お
る
ゲ
#

法

ば

麼

把

泠

书

に

、
；
現

«;
'

の

巢

實

ど.舊

.分
:;
^

て
_

で
金
微
を
通
觀
ず
る
と
V
.天
地
創
巡
の
太
古
ょ
り
、
モ
1
セ
.の
死
に
至
レ
迄
.の
世
界
及
び
ィ
ス
ラ
千
ル
の
歷
史
が
記
錄
さ
れ
て
.い
.る
の
で

■
;

社
#-
思
想
■と
し
て
の
人
ブ

.ラィ

.ズ
ム

：

. 

■ 

' 

.

=
. 

(

T
.3T
ゴ
V
,-
.



' 

、

あ
つ
て
、
い
わ
ば
歴
史
の
輪
部
の
中
に
、法

<
規)

が
盛
り

^
、ま
れ
て
い
る
と

.も
考
え
る
こ
と
が
で
き

?>
'
。
こ
の
薏
味
で

.へ
，
ブ

ラ

ィ

の

法

は

歷
 

:
臾
の
枠
の

.中

.に

.は
^
込
ま
れ
た

.も
の

.

.
で

あ

々

ノ

歷

史
.化
^

た̂
.法
_で
.あ
る
と
い
ぅ
こ
：
'>
1
.が
.，で
き
ょ
ぅ

0
か
ょ
ヶ
に

1>
て

--
1
モ
丄

^̂

"

一

.

.•
'
.;:
,ば
推
法
.の
書
.梵
あ
.を
と
筒
時
に
塍
爽
で
も
あ
る
ぢ
^

?;
^

^

^
の̂
法
脉
春
は
_

實
冷
騰
夾
を
離
れ
：て
法
を
漪
£'
、
"
こ
れ
を
定
め
.る
こ
と

は
不
.可
铺
^

あ
.
つ
た
と
：'い
.
え
る
0
.
ノ
' 

.

.
'
.
'
ご
；

'
:
.
:
.
.
.
.’：，
，.
.：'":
;

，
■
.
卜
へ
.''
.
.
.
'
.
. 

\

パ
'
.
ぐ
.

.

'

.

,(

1)

.
律
法
は

H
。
ふ
げ
と
や
ぅ
へ
ゾ
ラ
ィ
語
の
譯
語
で
、
そ
の
語
義
に
っ
い
て
は
.充
分
明
^
で
，は
な
'い
：.が
、：：

y
a
r
a
h

と
い
ぅ
動
詞
か
ら
來
.た
，も
'の
と

.
- 

.
■「

：,
'

.
'.
:

, :
:

■■

セ
わ
.
れ
：K
;v
>

^

f°
^

:
と
し
て
赛
を
投
げ
る
こ
と
に
由
#

る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
ょ
づ
て
神
の
■最
後
的
な
蒙
志
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
：る
:.
0
：又T

o
r
a
h
:

を
ア
ッ
カ
ド
語

:
::
.
V
.
.
.
. 

.
1

.

'
•;•
'
'
,
.
:
'

■ 
. ‘ 

：'.
.
'••
'
-
.'.
•. .
.
. 

. 
•.
ベ

パ;.
• 

.ソ
 

' '
. 

.

.

..
Q
.
w
^
a
r
u

 (

行
く)

に
關
係
さ
せ
或
は
ァ
ッ
カ
ド
語

5る

(

行
く)

(

導
く)

と
關
係
さ
せ
る
。
更

に「

道
を
：示
すi

「

指
で
-示
すJ

.

の

意

味

と

す

.

.

.■
ー
る
も
の
も
あ
る
。
こ
め
點
£
つ
い
：て
は
關
根
芷
雄「

ィ
ス
ラ

1
-ール
宗
敎
文
化
史
、
！一!
.七」

V

•
:
. 

?

)

;'
創

世

記

.0
'
如

，
ぎ

：
は
：
律

法

.盼
記
事
と
思
权
る
^
も
の
は
僅
に
安
展
日
レ
^
 ̂

.

:
け
で
あ
っ
て
、
他
‘は
す
べ
て
天
地
創
造
ょ
り
始
祖
ョ
セ
フ
に
至
ろ
扇
：史
.叉
は
物
語
で
あ
っ
て
法
で
は
な
い
。
:,
;次
に
出
埃
及
記
も
そ
©
.前

半

.

,....
 

-
.
'
:.

'
.: 

- 

’ ■

.

パ
：
'

:
 

.
 

.
 

.. 

.
 

.

.

. 

'
 

. 

.
、
•

.

.

.

.

.■

九
章)

は
殆
ど
へ
ブ
ラV

人
の
埃
及
脫
出
の
歷
史
で
あ
り
、
後

带(

ニ
十
章
以
下)

.に
至
っ
て
始
め
て
モ
ー
セ
'
,の
十
誡
に
规
く
'

^

,

..
 

> .

.

.

.

'

.

.

.

.

.

.
 

■ 

..
 

V: 

I'
 

ン

•
 

...
 

:

.

.

.
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.-

.
蓀
屋
の
規
宛
な
ど
が
記
さ
れ
て
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述
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.
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茈
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；
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神
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義
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よ
り
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ず
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法
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精
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堅
く
遵
守
し
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し
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に
蓮
反
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い
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あ
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律
法
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墙
う
か
、
9

わ
ざ
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あ
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^
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あ
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；
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茗
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。
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葉
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兼
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命
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千

差

萬

別
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琪

象
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根
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貫
く
普
遍
的
自
然
法
則
を
神
.化
し
た
も
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汰
ぃ
0
.ぞ
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恰
も
人
間
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如
く
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命

玄

思

志
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と̂
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人
格
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で
あ
り
、
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烈
な
る
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迫
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っ
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カ

上

し

て
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.け

て
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。
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あ
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^
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と
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に
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营
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馨
も
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に
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す
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い

て

神

の̂
格

f

•
確

立

し

て

い•る

を
t

。

"
人

袼

遭

■

ふ

I

I

有

の

霞

生

置

：。
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約

養

V
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、

ザ
，ヤ
書
に
はr

わ
九
はh

ホ
バ
な
り
、
ち
れ
よ
ろ
ず
の
も
の
を
創
造
し
、
た
だ
我
の
み
天
を
の
べ
、
み
ず
か
が
地
を
ひ』

M
:
:
:
わ
れ
地

を
‘つ
I

V
そ
Q

I
に
人
を
趣
せ
り
、
わ
れ
®
含
手
を
も
て
天
を
の
べ
、I

讓

を

I

め
■

パ

は

5

::

た
ま
え
S

に
し
て
、
I

は
論

背

ま

た

地

お

4

く
り
成
し
て
之
を
.堅
く
し
徒
然
に
こ
れ
を
創
造
し
給

较

」

I

ベ

て

黑
 

創
造
主
で
あ
る
所
以
；を
童
；_
て
强
調
1>
.て
_ぃ
る
，
-:
,-
:ニ
ノ ̂

:
-•
.
:

开

:

神
は
I

Q

.創

造

翁

I

:
が

、

：

そ
れ
t

存
の
：材
t

美

地

の

：囊

者

謙

气

.こ
I

か
ち
生
れ
る
と
か'
或
は
流
れ
出
た
と
い
ぅ.帆
神
論
を
否
■

冬

^
^
^

.な
り
，：

神
の
絕
對
牲
は
失
わ
れ
る
。.無
办
ら
の
創
造
に(

資

始

め

て3

焉
に
^
 

つ
の
'で
あ
が
：。
’
.

.
.

こ
.の
世
界
4

人
間
と
|3
:
そ
め
-#
在

を

刺

に

負

ぅ

て

：い

る

の

で

あ

る

。
：：

■

つ
：1
神
は
«;
物
.の
；創
.造
者
ど
.し
て
.佌
界
と
人
間
と
.に
對
し
.て
超 

越
し
且
つ
そ
I

支
配
す
f

自

然

や
I

は
被
.造
物
'炎

る

菜

^

^
い
£

じ
：て
.も
創
進
言
る
神
に
は
な
り
|

い
”

杏
造
ぞ
と
の
限
界
を
明
W
に
遭
へ
.後
#
の
.前

者

へ

の

依

存

：を

昕

ら

.か
に
す
る
；と
と
ば
舊
約
聖
書
の
特
色
で
参

て

、マ
こ
の
限
界
を
最
も
.

ょ
屢

は
す
も
の
は
聖

(

鲁

愚

.と专
こ
と
ば
で

變

。，髮

は
翁
者
の

し

む

.こ
と
を
許

さ

れ

な

い

-
ゃ

It

.は
表

な

螽

と

し

.で

容

著 

.
に

お

い

i
f

い
ぅ
こ
と
■

を

畏

れ

m 

逾

當

し

た

表

現

で

あ
：ろ
3

こ
こ
幻
ィ
f

-エ-
:ル
^
 ̂

:
-

一「

神
そ
_

" 0

知
ぐ
.
に人.を創
造
た
袤 

1
；

章
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.
;人間は神の：造

.道

；
い
し
も

ン
被
造
f

 

.
い
が
.な
る
豪
か
と
い
え
.ば
、
そ
れ
は
先
ず
、.人
間
が
造
ら
れ
た
存
在
で
あ
；つ
で
、*

®

な
く
、
.：
人
間
ぎ
ご
ま
で
も
人 

I

で

あ

つ

て

，职
で
は
な.レ
と
レ
ぅ
意
味
で
あ
る
。
こ
の
點
に
お
い
で
ギ
.リ
シ
ャ
的
な
理■

王
義
的
な
抓
神
；

i
.

的
&

人
間
觀
と
根
本
的
.に

■'
ぐ
次
ヒ
被
邋
者
德
、
人
谓
が_

的
_

負

ら

雙

意
味
1

人
間
は
そ
の
根
據
を
自
ら
の
哪
に
も
た
ず
、
祌
こ
そ
人
間
存
在
の
极
據
で
あ
つ
て
、
人
間
の
生
と
死
と
の
產
で
あ
る
。
人

.
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間
は
.そ
の
全
#
在
の
基
礎
を
神
に
負
う
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
.に
被
造
者
の
意
味
に
は
、‘
人
間
が
そ
の
本
質
上
、
始
め
あ
^
終

り

あ

る

•と
こ 

ろ
の
有
限
な
る
存
在
で
あ
っ
て
、
他
の
被
造
物
と
同
様
に
弱
く
も
ろ
い
存
在
で
あ
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
パ
ス
ヵ
ル
が
人
間
を
萆
に
瑜 

え
た
の
は
こ
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
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の
よ
5
に
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書
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> 
人
•間
を
被
造
#
で
あ
る
と
見
て
い
る
が
、
|

れ
ば
：と
い
'0
て
人
間
は
無
論
、:

他
の
被
造
物
i
同
じ
よ
.
5な
單
な
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. 

.

.*
:

'

'..

,
:

•
.
.
. 
.
.
. 

- 
, 
. 

'■■
■-- 

.
 . 
' 

.

*.
: 

- 

.
 

•
 

.

.

.

 
' 
' 

‘<
 

r
 

.

.

.

 

:
 

V 
/
 

.

.

.

 
.:■
,
 

-
■
.
,
■
.
.
;

る

被

造

者

：で
'は
なi

。
.

人

間

は

神

の

像.
i
m
a
g
o

 

d
e
i

の
如
く
造
ら
れ
て
い
る
と
い
う
.點
で
、
爾
餘
の
被
造
物
と
.は
根
本
的
に
：相
異
す 

:

る
面
が
存
在
：す
る
。
そ
の
意
味
ホ
る
とA」

ろ
は
、
汎
神
論
的
な
意
味
で
：は
な
く
、
.神
に
迤
ら
れ
た
人
格
、.
神

に

依

存

免

る

人

格

、

從

.っ
て 

:'
ど
な
ま
で
も
有
限
：に
し
て
相
對
的
な
入
格
_:の

意

味

で

：あ

各

。

人

間

：は
神
：の

像

に

似

せ

て

猶

ら

れ

、
グ
創
造

‘の
宼
：と1>
'
-、て

萬
物
の
.最

高

位

を

占 

:

め
、
：.

か̂

-4
'
萬

物
.の
3
ち
.で
*
も

神

：に
：近.き

存

赛

で

.
は

あ

る

げ

れ

ど

% '

、
：、
無

論

神

：

ば
な
：り

え

な

い

の

で

ある。

'

創

造

主

た

る

す

ー

ゥ

、
工

.は
又
正
邪
を
載
く
ど
ご
ろ
め
審
刺
者
で
：も
あ
が
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*

• 

• 

•
. 

. 

' 

. 

.

.

.

. 
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に
臨
み
、
；'本
ス
：ヲT

ル
と
人
類
の
歷
史
如
密
き
給
う
と

.

と
ろ
の
神
で
あ
る
3

詩
篇
に
い
う
、〕「

_
は
«

^

.と
し
た
も
う
神
な
り…

…

エ
ホ
バ
.は
％
み
も
ろ
か
民
に
さ
ば
#:
令
行
(>
:た
^-
}
、
.エ
ホ
.バ
.よ
、：.

(

わ
が
芷
義
と
わ
が
齋
な
る
鬼
佥
と
に
し
だ 

.
:が
，い
て
我
を
さ
ば
き
給
へ
。.：ね
が
わ
く
ば
，惡

し

き

も
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の
齒
載
を
た
ち
て
_
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し
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あ
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た
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藏
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あ
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ィ
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憎
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す
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.義
の
神
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々
て
、
絕
對
的
な
節
操
と
貞
潔
：と
を
そ
の
民
.に
要
求
.せ

ざ

れ

ば

や

免

な
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:と
と
石
の
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嚴
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で
：あ
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丈
る
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故
は
そ
の
罪
を
嚴
g
f]
す
る
^

で
あ
名
f

審

制

は

か

ち

い

.えS
、

神
の
.怒
.の
•現
れ
で
あ
る
が
、V

他
面
か
ら
見
れ

.ば
そ
の
愛
の
結
果
に
：外
な
ら
な
い
,;
-0
從
っ
.て
神
：の

審

き

咏
.た
：だ*'
か
ん
た
め
^
翁
き
で
.は
な
く
で
、
：救
お
ん
が
た
め
の
蕃
き
で
%
っ
て
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.
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.
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結
局
遽
，
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之
:1
.
て
の
'神
は
徽
^
の

神

を

自

：ら

：の
中
^
含

な

も

の

ど

い

ぅ

こ

：
と
が
で

.き

る

。.：
か ̂

:
;
.
、

淛
の
連
續
で
あ
る
が
'
他
面
に
お
い
.て
救
龜
の
歷
^

^
あ
る
。：：
8
言
.者
の
言
;0
中
S

判

美

說

拯

.
ニ
I

の
.消

息

を

語

裏

；I

'
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.更
に
へ
イ
.ス
ポ
|
.ル
宗
教
の
特
色
と
：
^

^

モ
丨
ヤ
の
汁
麗
の
第|

條

枕「

汝
あ
が
廊
潘
に
啤
の
外
痛
物
を
^
神
と
す
べ
か
ら
^

ぐ
と
謳
つ
て
い
る
。；
こ
れ
は
ィK

.

ラ
：：
エ
“
ル
宗
敎 

■ ■

.が

最

初

が

：ら

滩

」

^

人
格
神
を
禮
禅
す
る
と
-^
か
各
始
ま
^
て
い
冬
と
ー
ど
を
承
す
も
の

-で

あ

る

が

、
：
i

こP
,

モ
'
!セ
は
.ヤ

ー

ゥH

=$
を
.ィ 

.き

- 1
:
:ル

民
族'の

猶

の

神

と

な

ゼ
 ̂

H.

の
獨
ー
性
を
高
調 

.

..
し
：て
•^
る
の
；
で
、あ

る
--
0
-:わ
权
わ
れ
は
.戽

こ

幻

旣：
^
 

.

.こ

の

ょ

ぅ

な

神

觀

が

厳

密

な

款

味

に

お

：ホ

^

敗

1;

神
觀
に
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達
し
た
の
ゆ
第t

求
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祌

で

あ

つ

て

ハ

丨

ゥ

ノ

ェ

の

外

に

響

な

き

で

と

 ̂

.謂
え
ら
く「

我
は
工
^

、ハ'な
り
我Q

ほ
か
.
に
神 

;
な

し

ー
人
%

な
し
.
汝
わ
水
を
'̂
ら

.̂
と
い
え
ど
も
我
な
ん
ぢ
を
固
ぅ
せ
ん
、
し
か
し
て
.日
<0
.い
ず
る
所
ょ
り
西
の
か
た
ま
で
人
々
I
 

.の

ほ

か

篇
>

し
と
知
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べ
し
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我

は

篇
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義
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お
.

i
vv
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救
を
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」

す
神
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一
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マ
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ぎ
务
ぞ
..め

；
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す
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お
れ
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瓜
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に
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1
.
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虼
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け
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$
な

艺
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樣
の
章
句
ぼ
众
ほ
枚
擧
に
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な
ぎ
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^
で
.
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^
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•
と

ホ

ら

の

言

，

の
；中

に

イ

ス

ラ

H

ル
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す

る

ヤ

ー

ヴ
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ユ
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.獨

戌

的

支

配

若
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1
く
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信

仰
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<
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し
て
‘選
ん
だ
ょ
う
に
、
i
ス
ー
フK

ル
も
.亦
.穂
々
な
る
神
々
の
中
、
ヤー

ゥ
エ
'
の
み
を
そ
の
.神
と
し
て
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
、第
.ニ

イ

ザ

ヤ

'.の 

時
代
か
ら
は
、
ヤ
I
ゥ
X
は
他
の
鲥
上
區
別
せ
ら
れ
た
る
ひ
と
り
の
神
を
呼
ぶ
固
有
名
詞
で
は
な
く
、
單
に
、Hi

」

戈
，は
.

「

主」

を
意
味 

す

る

語

名

つ

た
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:異
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に
>
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灣
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神
が
戰
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»
专
友
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1通

的

政
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勢
カ
0
馨
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^

れ
、
最
後
に
總
て
を
統
部
，す
/る

r

主
神」

を
中
心
と
し
て
パ
シ
テ
オ
ン
が
生
れ
る
。
ギ
リ
グ
ャ
■は
そ
の
好
き
例
で
あ
る
0■

ご
の
上
ラ
な
狀 

態
は
舊
約
に
は
全
く
な
.い
の
で
あ
っ
て
、
ヤ
ー
ゥ
ェ
は
最
初
か
ら「

主
神」

で
は
.な
く
し
て
、「

唯
一
.神」

で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

.以
上
に
ょ
つ
て
、
イ
ス
ラH
ル
の
神
觀
が
、
«
神
を
人
格
ど
見
る
こ
と
㈡
神
.を
創
造
莕
と
見
る
こ
と
㈢
神

を

審

判

者

と

見

る

.こ
と 

g

神
を
唯一

と
見
る
こ
と
と
い
，ぅ
四
つ
の
點
に
お
い
て
、.
.
.
そ
の
特
賢
を
も
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
.さ
れ
た
.
。
..

こ
の
ょ
ぅ
な
獨
特
の
神
襯
が
イ
ス
ラH
ル
の
す
.ベ
て
b
.生
活
-と
物
の
見
方Q

基
調
と
な
っ
て
、
こ
れ
を
根
本
的
に
決
定
し
て
い
る
の
で

あ

る
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我
ら
の
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ま
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づ
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を
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給
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比
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る.

」

：.
砵
ぐ
ネ
、..
第
_
1

書
四
章
十
九
？
 

■ 

' 

.

.

■
 

神
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と
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住
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民
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.
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'

「

.干
ホ
.ハ
は
と
.こ
し
へ
の
刺

-^
©.
.
'似_て
；
.の.創
造
者
に
し
.■て
倦

み

.
給

う

こ

士

な

く

、

ま
た
.疲
れ
給
う
こ
と
な
く
、
.そ
の
.狼
き
こ
.と
.測
P
が
た
.し
..

j:

.イ
ザ
.
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3
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ザ
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書
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四
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四

章

甘

四
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書
第
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十
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:
'
神
が
聖
.で
あ
る
と
い
う
こ
と
.はf

理
的
純
潔
を
■意
味
..
す
る
も
办
.で
^
な
く
、
神
，の
絕
對
な
る
カ
、
.卽
ち
.
.
全

能

：
ゼ

現

ゎ

す

と

.
共

に

§-
'然
又
は
人
間
は
.

■:
:

■

こ
©

刺

に
.||
|

れ

办

れ

：し--
<

近

ず

く

ぺ

か£>
ず

と

：い$

距
.離

感

、
ぃ
超
越
感
&
:も

示
.し

て
^

る
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淺

野

順

一

、
：

「

舊

約

聖
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十
五
：
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-

•

:

ス

神

い
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ひ
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I

ひ
.け
：
る

は.

,
'
ん̂

の
ゾ
久
の
眾
ァ
フ
ラ
ノ.
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の
神
イ
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神
な
I
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セ
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見
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畏
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v

地

の

諸

の

族
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中
に
：
て
我
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汝
ら
而
已
を
知
れ
品
故
に
我
な
驚
ら
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'

y

ベ
.
.ブ
J

A

が
後
■

の
‘j

套

最

大

■

•■
:
'

平

等

：を

尊

び
;'
-
'
*平
等
免
希
求
言
心
情
.淡
自
甶
と
阵
じ
く
人
類
办
釵
卷
生
.

1
興
ご
-
&̂

^

へーー-'
'

•ギ
リ
シ
.

話
に
語
り
矿
え
ら
れ
て
u
るW

手
に
坪
を
も
ち
、
、右
手
に
劍
を
高
ベ
か
か
げ
て
い
る
正
義
の
女
‘神
デ
ィ
■ケ

丨

：の
廣
は
：平

等 

の

理

念

が

夙

に

西

洋

古

代

め

■世
界
に
も
存
在
し
て
い
た
こ
上
を
物
語
る
も
の
'で
お
る
.。

坪

は

平

均

を

示

し

、

平
均
は
，平

等

を

意

味

す

る

。

.

• 

-

.
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六
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一

, 

.

:
■

一
四
：
；(

七
.七
0)

. 
'

'
若

し
%'
人

間
相

互

の.間
：に
何
等
か
の
利
害
：0:
不
平
%

が
あ
れ
ば
、
：*

神

-
ィ
^

.

ン
 

‘ 

. 

» 

. 

* 

• 

• 

- 

- 

. 

•

 

- 

• 

. 

- 

'

.•
‘

■•こ
れ
ら
を
» '
つ
て
輪
で
：る.と
、い
ぅ
'0
:

人
間
の
共
同
坐
活
_
お
け
$
甲
等
.を
.辱

し

ゼ

す

る

思

想

が

旣

に

/こ
：
の

神

諸

を

瘅
^
て
朋
瞭
に
象
徵
さ

•.

,

へ
'
: 

. 

.

:

,

'
■■
■' 

. 

. 

, 

• 

■ 

. 

. 

. 

. 

■'

-

: 

ノ

.

.

-
 

•
.
:
'
.

■ 

.. 

■

.
れ
て
.い
る
0

を
見
石
.の
で
'
.あ
.各
。
. 

.

.

-

.

\

.

同
#

の
理
.念
は
東
洋
进
代
の
世
界
に
も
亦
見
掛
さ
れ
る
。，

「

國
.を
^

ち
.、
«

を

も

^

均

し

か

ら

ざ

る

を

 

.

«

う」

.：と
い
ぅ
孔
予
の
言
葉
は
た
と.え
_
財

：は

乏

し

く

と

：も

' 
そ
の
乏
し
.い
も
の
を
均
蒙
分
け
合
ぅ
て
、
萬
人
均
し
く
11
苦
を
共
に
す 

る
と
と
こ
ぞ
、
國
を
治
办
、
家
を
營
む
だ.め
0
要
諦
ヤ
あ
つ
て
、.か
り
そ
め
に
も
ー
部
少
數
者
の
利
益
の
た
め
に
、
多
數
者
を
犧
牲
に
す
る

.

.

上
ぅ
な
こ
と
が
.あ
つ
て
は
な
ら
ぬ
：.と
と
を
說
い
.て
，

■

れ
た
女
論
語
が
へ「

荀
甘
同
苦」

(

と

い

ぅ

静

句

に
.ょ
.つ
：
：て

强<:
平
等
玴
念
を
»

い
：て
い
る

こ

と
は
、人
CD
J
く
知
づ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

,:

.ベ
リ
ク
.
レ
：
ス

時

代

：の
.
-T
テ
.チ
.

V

で
は
：平

等

理

念

が

旣

に

廣

ぐ

.論
議
さ
れ
た
0

史
家
ベ
P
ド

ト

ス

：は
ぺ
ル
.ダ
-V
:の
無
責
任
な
統
治
と
ギ
リ 

シ
ャ
.の
ィ
ソ
：.ノ
ミ
，ヤ

9
0
§

&

5

と
の
對
源
を
カ
說
し
て
、.
平
等
を
讃
.
.え
た
こ
と
は
，

「

最
も
美
し
い
名
の
乎
#

J

と
V

ぅ
被
の
言
葉
か
. 

.

ら
'も
明
ら
か
に
I

か
が4

れ
.る
の
で
あ
る
。
ア
テ
ナ
イ
.の
ィ
ソ
テ
ィ

ミ
ヤ(

ぎt
M
a
>
.

と
ィ
セ
ゴ
’リ
ヤ(

i
s
e
g
o
d
a
)

と
.は
旣
に
之

'
ス
革
命
初
期
の
平
等
理
念.を
：髡
爾
さ
せ
る4

の
が
あ
る
，

入

正

義

：の

國

念

を

初

.め

て

論

1:
:
た
と
い
.わ
れ
る
ビ
0-
-ヾ
タ
.ゼ 

こ
の
，學

派

の

後

を

ぅ

け

尤

ア

リ
ス
ト
！

K
.

レ
ス
%,
亦

取

義

：の

本

質

を

平

等

に

求

^

た
。
.ア

吴

ト
.テ
レ
ス
の
.

「

一
一
コ
ノ
マ.コ
ス
#

理
學」

が
正
義
の
理
念
を
初
め
て
精
細
に

.

.

.

.

.

.

. 

•
.
-

.

....
 

.

論
じ
て
後
代
の
乎
等
思
想
め
た
め
に
重
耍
な
る
貢
敝
を
し
士
こ
と
は
入
0

ょ
く
知
つ
.：て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
.彼

職

ま
た
そ
め
著
；r

政

治
 

學j

の
中
で「

人
々
は
財
産
■の
'不
平
等
.か
，ら
ば
か
り
で
な
く
、榮
譽
の
不
爷
等
か
ら
も
顧
亂
を 

い
か
な
る
場
舍
に
.も
、. 

叛
亂
を
起
す
も
の
ば
常
に
平
等
へ
め
欲
求
セ
ぁ
る
^
と
述
べ
て
平
等
の
重
耍
性
を
說
^
て
ぃ
る
が
^
こ
の
ょ
ぅ
に
平
等
と
は
ぃ
っ
て
も
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
：：の
意
.圖
す
る
と
こ
.ろ
は
、
：單
に
自
由
な
.る
ギ
リ
シ
>
.人
相
互
の
間
の
平
等
で
あ
つ
，て
、
決
し
て
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
超
え 

た
萬
人
の
平
等
.で
は
な
か
っ
た
の
.で
あ
る
。
Vそ
の
中
.か
ら
奴
隸
と
外
國
人
は
排
除
さ
れ
た
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
ギ
リ
シ
ャ
人
と
野
蠻 

人
、
.自
由
人
と
奴
隸
、
.
.內
國
人
ん
外
國
人
、

•

市
民
ど
被
護
民
と
を
嚴
格
^
差
.別

視

;1
.
;泊
、：.
.：ギ
リ
タ
ャ
人
の
優
越
を
誇
り
、
.奴
隸
制
を
自
明 

'な
る
旣
定
事
■實
と
し
て
•、

そ

の

存

在

そ

，の
4

の
に
對
し
て
少
し
.の
偷
理
的
疑
念
を
抱
く
よ
•う
な
こ
•と
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る 

人
間
の
卒
等
な
ど
と
.い
う
ご
と
は
-、
■お
よ
そ
彼
の
全
く
思
ひ
設
け
ぬ
と
こ
ろ
..で
あ
つ
：た
。

■'
.

.

'

::/
.

.

•

'

ギ
リ
シ
ャ

.に
お
い
.て
觀
め
:^r

萬
人
の
平
等」

：

を
唱
え
：、
こ
れ
を
理
論
的
に
■基
礎
付
け
た
の
は
ブ
ラ
ト
ン
、：
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
後
を 

う
け
た
ス
ト
ア
學
派
で
あ
る
が
、
.:
-
へ
ブ
7
ィ
の
平
等
理
念
は
こ
れ
に
先
立
.っ
こ
->
:
數
世
紀
で
あ
.っ
て
、
東
西
兩
洋
の
い
か
な
る
平
等
理
念 

よ
り
も
古
い
。
こ
、れ
こ
.そ

、
へ

今

日

の

平

等

理

念

の

よ

'?
て
來
た
眞
&
淵
源
_.で
.あ
る
と
い
う
こ
と
が
.で
き
よ
う
。
.
.

邋
約
は
1/
\
か
な
る
古
法
に
よ
っ
.て
卒
等
を
基
礎
付
け
ん
と
す
る
か
。
.
そ
の
：平

筹

田-1
は
、：
先
.に
述
べ
た
如
く
、.神
を
以
て
萬
物
の
創
造 

f

見
る
舊
約
の
祌
觀
か
ら
す
る
自
然
的
歸
f

レ
て
推
及
含
て
い
る
。■.劍
世
記
は
、
I

て
い
る
。.
日
く
、「

神
そ
の
像
の
如
く
に
人
.を
創
造
た
ま
え
り
、
.卽
ち
祌
の
.像
の
如
く
-に

之

を

造

り

、
：
之

を

男

と

：女

と

.に
創
造
た
ま
え
り」

 

(

第
.
j
m廿
七
V
と
。
ノ
こ
れ
を
わ
れ
わ
れ
め
言
葉
で
言
.い
：直

せ

ば

、
'
:人

間

は

神-の

特

殊

啓

示

ど

：し
；て

、

'
.神
に
連
る
者
で
あ
つ
て
、
單
に
こ
の 

世
界
の
入
間
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
實
.に
神
の
；人
間P

:

あ
る
。
人
間
は
ぞ
の
根
源
と
目
的
と
を
神
に
#

い
て
見
出
し
.、
ま
た
神
は
人
間 

の
.
'

「

わ
れ」

2

りT

汝

る

。义
間
は
そ
の
個
，

人
格
、

お
い
て
f

よ
っ
て
與
え
ら
れ
た
神
性
|

揮

害
 

で
き
：る
。
：入
間
存
莅
は
神
か
ら
出
て
神
に
歸
る
-°
人
間
は
神
の
像
に
象
つ
て
，造
ら
れ
い
そ
0
像
を
實
規
：寸
べ
き
任
務
を
負
う
て
い
る
の
で 

t

o

.

こ
こ
は
人
間
.の
ホ
'«
.が
あ
る
。
こ
の
へ
人
間
が
鲥
の
像
に
象
づ
で
造
ら
れ
た
^

の
敎
義
と
そ
フ
ネ
ス
ラ
エ
ル
の
宗
敎
が
人
類
に
與 

え
だ
最
も
重
要
に
し
て
特
異
な
も
の
セ
あ
る
0
.
. 

.

.
V
.
. 

.

:

•

V
.
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'マ
社
.會
思
想
ど
し
て
一
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K
ラ
ぐ
ズ
ん
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四

十
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一

六

(

七
.七
ニ)

.

.
い
が̂

る
\ .

通
、
.い
が
が
る
國̂
'

.

-い
か
'

な
る
階
級
に
屬
し
て
い
ょ
う.と
も
、
ま
た
港
若
男
允
の
別
を
と
わ
^
«
|
员
の
箸
に
欄
係
鉍 

く
、
.
.
5

に
神
の
像
.
に
象
つ
て
造
ら
れ
て
い
を
と
い
う
•一

 

事
に
至
要
は
へ
ブ
お
ょ
そ
人
間
の
顏
愚
て
い
る
ず
べ
そ 

ぐ
り
時
徵
で
お
る
。
_

ぐ
で
人
間
を
-1
;

て
人
間
た̂

し
*

る
も
の
、
，
£

.

れ
を
人
.
間

と

，
呼

ば
^

め
.る

贪

‘
の
相
似
性
に
^-
が
。
こ
‘

c
i
l

同
じ
ぐ
神
办
創
造
物
で
あ
.り
な
.が
ら
、，
火
間
が
自
然
や
他
の
：動
植
物
と
，根
本
的
に
.異

り

、

そ

.れ

ら

に

優
位
す 

る
昕
以
が
知
り
、全
人
親
の
存
在
め
理
#

と
囊
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。

「

忘

 ̂

と 

"な
る
の
：で
%
ゲ
。：
--
1
'
4の
子」

と
^
.、
人
«
が
神
の
像
^
象
づ
て
創
造
さ
れ
た
.こ
と
を
表
わ
す
聖
.書
的
表
琪
に
外
.な
ら
ぬ
。
人
間
は「

神
の 

子」

1.な
る
が
故
に
、
祌

备

1
に
基
い
そ
祌
と
：交
り
>
神
に
.對
.し
ヤ
直
接
^
個

人

的

責

任

を

食

ひ

、
鈹

に

個

人

：的

責

.任

を

負

う

こ

と 

に
人
择
の
鎵
嚴
が
與
へ
ら
る
る
：の
.で
あ
る
。
-.
'
.ぞ

し

て

..
-
人
種
、
_
家
、
'階 

.人
間
の
顏
を
し
て
、1
.人
.間
と
い
う
人
間
ば
誰
彼
の
差
：別
な
く
、
'
.等
し
く
、
神
.

_

.

示
す
、、
/ 
く
創
造
.さ
れ
選
ば
れ
た
も
の
'
で
あ
：る
。
そ
し

て
.
奴
！

t

も

亦
そ
の

例

外

で
は
な
< v

>
。「

わ
が
僕
あ
る
い

は
婢
© -

我
と
.競
爭
ひ
し
時
に
、
 

我
も
し
之
が
權
理
を
輕
ん
ぜ
し
こ

と
あ
ら
ば
、'
神
の
起
ち
あ
が
り
給
う
時
に
は
如
何
せ
ん
や
、，
神
の
臨
み
た
も
う
時
に
は
何
と
答
え
ま
つ 

ら
ん
を
、
.
わ

れ

を

胳

内

«-
造
り
：.し
：者
ま
た
彼
を
.も
造
り
た
.ま
い
し
な
.ら
ず
や
.、(

わ
れ
ら
を
腹
の
內
に
形
造
り
た
ま
、
し

者

は

唯

一.
の
者
な 

ら
ず
や」

(

約
吉
記
第
卅j

.

章
十
三
I

十
：五)

.
こ
こ
に
舊
韵
は
奴
識
を
も
含
め
て
凡
て
：の
人
間
の
^

9

.前
に
お
け
る
地
位
の
平
等
に
つ
レ

て
部”
 

つ
'
て
い
る
。

こ
0 :

ょ
う
に
す
べ
て
の
.
人
間
1

神
ー
の
創
造
そ
の
% -
.の
.に
：基

く

根

源

的

な

平

等

に

基

一(

の
使
命
と

尊
嚴
と
が
與
え
ら 

.

れ
て
い
i

.でi

る
か
'
ら
？
お
ょ
そ

人
間
&

凝
を
し
て
い
る
す
べ
て
め
も
の
.は

、.
.平
等
の
權
利
ム
取
扱
を
う
け
な
け
れ
ば
.な
ら
な
い
と
い 

'
う
の
で
あ
る
。

か
く
て
舊
約
.

■

等
.理
念
は
人
間
の
創
造
的
な
神
と
の

關

連
の
土
に
基
礎
付
け
ら
れ
だ
全
く
非
經
驗
的
众
宗
敎
的
信
仰
で 

あ

る

と

ハ
.う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
：の
ょ
ぅ
な
を
等
思
想
は

d

ダ

ヤ
敎
及
び
午
リ
ス
十
敎
によ
っ

て

一
層
深
刻
に
さ
れ

旦
っ
徹
底
せ
ら
れる
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こ
と
と
な
つ
：た
。
ガ
ラ
テ
ヤ
書
に
.

T

今
は
ユ
ダ
ヤ
人
も
ギ
リ
シ
ャ
人
も
な
く
、
奴
隸
も
自
主
も
な
く
、
男
も
女
も
な
し
、：
汝
ら
.は
皆
キ
リ

•

,

へ

.

ス
ト
：-
イ
，

H.

ス
に
在
り
て
'一
體
^
り」

(

第
三
章
廿
八
.節)

：
と
.あ
る
の
は
、
：人
間
が
い
ろ
い
ろ
な
點
で
不
平
等
で
あ
づ
X
も
、：
ひ
と
た
办
神

' 

.

. 

, 

' 

. 

.

.

.

.

.

.
 

•- 

-

:

と
の
關
係
に
立
.て
ば
，i

本
人
格
の
尊
敬
を
與
ぇ
ら
1
:

と
.S

V

し
：か 
I
 

膨
に
表
明
し
た
も
の
で
.あ
る 
0

:

.

.

_ 
,
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.
 

■
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.
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.，
こ
の
，
ぺ

ブ
.ラ
イ
的
な
平
等
思
想
は
ギ
y'v

ャ
の
ス
：，ト
ア
の
.平
等
田
心
想
.と
對
此
す
斧
C 

>

X
.ト
ア
に
.ょ
れ
：、は
.、：

こ
の
.宇

宙

に

..は

 

ゴ

：ス

と

呼^:
._れ

：.る

自
.然
0.
大
.法

が

あ
0.
で
.自

然

も

人

間

も

典

：に
こ

_れ
に
支
配
さ
れ
る
。.
人
間
の
.

'
 

ニ
理
性
は
宇
宙
を
支
配
す
f

.

の
，口>
ロ
ズ
に
つ
.な
が
る
存
_

...
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.
 

•
 
.
 
-
 
.
 
'
 

.•
 

•

,

ソ
.
間
は
：誰

彼

の

別
.な
く
、
'そ
办
生
來
具
#
ず
る
.理
性
を
逋
じ
て
？'樣
に
：ヤ
- 

人

間

が

諸

他
.
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,
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パ
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パ
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.

の
動
植
物
と
峻
別
さ
れ
て
、
人
格
の
：尊
厳
を
も
つ
こ
と
が
で
き
.る
'の
は
、.
-:
つ
.に
こ
れ
が
：た
め
で
あ
各
。
奴
線
と
雖
も
そ
の
例
外
で
は
な
：'

:

い
.。;1

'cl
の
意
味
で
萬
人
均
し
く
平
等
で
あ
る
お
い
わ
^

&

ら
'ぬ
：？
性 

'

:_
は
動
も
丈
れ
ば
吾
人
が
考
-1
る
ょ
ぅ
に
浃
>
て

本

質

的

の

も

の

：で

は

な

'い

。

人

間

が‘理

性
0-
檐

い

手

と.し
：
て

、
自

己

の
.理

性

を

：通
じ
て
ロ
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• 
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ゴ
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：

ス

參

與

し

て

い

，
る

.と

い
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こ

と
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fe

.
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•こ
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/

故
に
同
様
の
權
利
を
も
'つ
こ
：と
が.で
き
る
わ
け
.で

あ

る

。
：
か

く

て

萬

人

は

平

等

，で

あ

る

。
：
こ

^

.

.

.
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.

.
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-
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し
-
'
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.
.气
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.
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'こ
：れ

に

ょ

り

て

、
舊

約

聖

書

の

平

等

思

想

-と
の
：異

同

は

多

言

を

要

：い
；ず

と

も

明

瞭

で

あ

ろ

ぅ

。
.
'

病

:

'

.
;
.
.
'
卽

ち

ズ

杀

：は"乂
間
が
；ロ
ゴ
、ス
の
分
身
た
る
理
性
を
共
逋
に
具
有
し
：.て

い

名

：と

い

ぅ

信

念

か

ら

、
人
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.
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'
人

間

が

す

べ

：て
神
と
の

_

似
性
を
ネ
つ
と
い
ぅ
信
仰
が
ら
同
じ
く
人
間
の
平
等
を
說
ぐ
。
_
'い
ず
れ
_

雜

多

面

的

な

人

間

に

共

通

的

な

：ー

.

面
を
.捉

ぇ

て
^

^

.

ぞ
#
を

抽

象

化

し

y

人

間

め

卒

等

を

基

礎

付

：好

H

ぅ

と

す

名

點'に
^

い

て

、
.■
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想
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ン

n
5
.學
#:
雜
誌
'
'
.第
.四
十
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第
十
號
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'

令
く
そ
の
趣
き
を
：j

つ
に
1,
て
い
る
が
、'
.そ
：.の

展

面

に

大

い

炎

 

V.

旣
こ
，述
べ
た
と
こ
ろ
が
ら
.
ら
か
な
よ
う
に
、
舊
約
の
平
等
理
念
は
ス
■

の
理
性
主
義
的
な
平
^
^
^
^

精
神
醫
理
-
.
‘卽
ち
宇
宙I

徹M

い
る
ヌ
丨
ス
叉
は.
ロ
ゴ
ズ
、
.-
つ
ま
り
す
ベ
：て
I

間
が
I

し
E

1

I

性
S

 

の
に
逃
い
，て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ

れ

は

赛

る

入

格

的

潘

の

.
意

衰

蓮

く

為
.
2

一
る
。
' *

約
の
神
は
決L

. X

ス
ト
ァ
に
ぉ
け
る
パ 

う
に
、'
毕

惠

性
.
と

い

う

令

な

抽

象

敗

、
非
人
格
的#.
_

は
：持

叉

潘

ぞ

f

l

神
I

る

：よ

う

な

.激

 

坐

け

る

人

簕

で

ぁ

る

。
こ
‘

の
人
格
神
が
自
己
办
像
に
警.て
：人
格
的
個
性
的
食
人
間
を
創
造
し
、
，隹
分
之
の
間
の
交
暴
入
る
.よ
う
に

.

給

袭

と
■

つ
て
、

す

べ
H

.
の

原
 

:

の

か

藤
_

變

■

人

間

存

在

の

：同

等
■

尊
厳
の
根
據
は
雛
的
な
理
■

念

け

れ

ば

窣
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.
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し
か
レ
s

的
に
論
證
さ
れ
た
絕
で
ば
な
く
"

信
仰
又
&

念
名
ヶ
宗
敎
的
、形

而

康

'

お
け
.
る
平
等
理
念
の■源
泉
と
な
.

り
、
そ
の
：及
ぼ.し
だ
影
響
の
今
日
に
次
て
も
な.お
大
な
る
こ
と
は
頗
る
注
召
す
へ
.

き
V
J
.
.と
.で
あ
ろ
ぅ 

乎
等
理
念
と
相_

禱

約
S

を
：建

し

：ズ
流
れ♦

ヒ
：、
丨
す：
S

 

十
6

:

と
い
ぅ
隣
人
愛
の
精
神
で
あ
る。
/

.

.■'
,

:

V:
: 

.一..
;

'

"
 V

.
:
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く

•

•
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.

.

ス

'ト

ア

：の

同

» '
_

精

祌

が

.ぞ

：の

へ

平

等

思

想

と

內

的

.に

書

し

.て

、

そ

れ

か

^
 

ヘ
ー
ブ
ラ
ィ
の
隣
へ 

人

愛

も

亦

そ

の

.
5

■
含

ら

、餘

的

■

■

れ

た

も

の

'で

あ

5

奪

畲

と

典
.に

內

包

さ

れ-た
V
の
で
.あ
：る
 

0ノ 

こ

'

■

■.'
■■
■

•

て
.
.
'
：
 

:

.

.

.
わ
れ
わ
れ
は
：神
の
像
.に
象
つ
.て
創
造
さ
.れ
た
。
さ
れ
ば
、
い
：か
な
る
て
と
が
^
ろ
う
と
.も
神
の
子
た
る
こ
と
に
變
り
な
い
。
わ
れ
わ
れ

が
そ
う
众
ら
他
人
も
亦
そ
う
で
あ
る
0
神
に
1
.つ
て
創
造
さ
れ
た
が
故
に
わ
机
わ
れ
に
與
え
ら
れ
て
い
る
尊
嚴
性
は
こ
れ
を
他
人
'の
う
ち
.
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.
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•

,

 

、

•に
も
暗
默
裡
に
！
容̂
す
る
こ
：と
な
ぐ
し
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
启
分
の
4>
-
の
_
す
る
.こ
：と
.は
で
き
な
い
。
そ
れ
が
本
質
的
に
他
人
の
：

■も
の
.で
な
，い
な
ら
ば
、
ま
た
わ
れ
わ
.れ
の
も
の
で
-%
あ
り
え
な
い
：。
.わ
れ
わ
れ
の
生
命
の
根
源
及
び
わ
れ
わ
れ
が
進
む
べ
く
命
.ぜ
ら
れ
た

•

 

.

.

.

•

 

. 

• 
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.

通
は
ま
た
彼
ら
の
も
の
で
も
あ
.る
。
.わ
れ
わ
れ
が
自
己
を
認
識
す
る
こ
と

と
.

彼
等
を
認
識
す
る
.こ
と
、と
は
不
離
否
全
く
同
.一.で
あ
る
。
宗

.
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.
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敎

的「

人
間
觀」

.は
必
然
的
に「

隣
人
觀」

を
包
含
す
る
'。
そ
れ
は
隣
人
の
生
命
を
尊
重
し
、
そ
こ
に
人
，間
本
有
の
尊
嚴
を
.認
め
、
凡
そ 

人
の
.顏
を
有
す
る
す
べ
て
の
も
の
の
裡
に
神
聖
を
認
め
て
、
と
れ
を
敬
愛
す
る
と
い
う
こ
と
で
.あ
.る
。
.

'-

隣
人
.を
隣
人
と
P
て
認
め
、' -

こ
れ
を
敬
愛
す
る
と
い
う
ご
と
は
絕
對
的
に
し
て
.無
制
限
な
要
求
で
あ
る
。
そ
れ
は
彼
も
人
間
で
あ
る
が

.
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故
.に
わ
が
.同
胞
で
^
り
、
.，睃
は
わ
.れ
と
本
質
.を
同
じ
..く
1;
品
拉
を
等
し
く
し
て
い
る
と
い
う
事
實
に
基
.く
。
聖
書
の
決
定
的
章
句
.と
呼
ば
. 

れ
て
.
.い

る

利

未

記

：
の.

「

汝

：己.の
；ご
と
ぐ
汝
の
鄰
を
愛
す
べ
し」

C

利
禾
記
第
十
九
章
十
八)

：
とX

う
戒
律
.の
眞
意
は「

汝
の
鱗
人
を
愛
せ
ょ
、
 

彼
は
汝
と
同
じ
な
れ
ば
な
り」

と
い
.
5こ
と
.で
あ
る
。「

汝
と
同
.じ
：

」

と
い
う
語
に
こ
.の
句
の
全
内
容
が
有
す
る
。.
こ
こ
に
同
胞
觀
が
與 

え
ら
れ
今
歡
は

^
と
同
じ
で
あ
る
^

彼
は
本
質
的
に
汝
と
同
じ
で
あ
り
ク
汝
と
彼
と
は
人
間
と
し
で
--
,
.で
あ
る
。

.だ
か
ら
彼
を
敬
愛
. 

す
^
。，.：
隣

人

を

わ.れ
.わ
れ
と
：同
じ
人
間
：と
し
て
敬
愛
す
智
へ
こ
め
言
葉
は
襄
な
る
墓
で
も
な
け
れ
ば
熱
狂
的
感
傷
で
も
な
い
。
そ
れ
は 

嗰
の
無
條
怦
的
な
喻
令
|

る
。
_

が
か
4

し
叉
：か
|

^

あ
.る
故
を
以
て
敬
愛
す
べ
き
.で
あ
.る
。
彼
の
價
値
は
わ
れ
の
價
値
と
等
.し
い
：。.
.神
は
わ
れ
を
造
カ
合
い
^

と
同
樣
に
彼
を
造
り
給
う
た
か

ら

で

あ

る

ア

•
': 

: 

•

,
:
:
: 

h

.

:

'■
,

.,
.'
•
:

- 

:

.

.

 

■■■ 

.

.

.

.

. 

■

.

£
;
<に
對
す
る
，わ
れ
わ
れ
.の
«
愛
ヴ
義
務
を
何
ょ
り
も
明
瞭
に
語
.る
も
の
は
> 
わ

れ

わ

れ

が

他

人

；に

謝

す

る

凡

：て

の

行

動

：は

祌

の

榮

#

.

社
會
极
想
と
し
て
の
へ
一
*

K.

ラ
イ
ズ
ム
：

-

-

.
1
九

.(

七
七
ぃ
五
>



•'
■

■

v

'

l

o

c

七
主 o

 

•

,r
:a.
わ
る
と
：の
思
想
で
あ
る
。
箴
言
.に
’い
$
 

■彼
を
欠
や
も
う
#

は
貧
者
を
あ
.わ
れ
む」 

:
<徽
言
第
十
3
赛

.
1
.
>
す

べ

て

办

人
 

：

で
あ
る
。
■わ
れ
ら
の
家
掘
の
一
人
一­

人

、
 

fe
:
れ
ら
の
，民
族
.の

-—
.
A

1

:
人
は
皆
わ
れ
の
兄
弟
で
あ
る
--
• 
°彼
ち
の
み
な
ら
ず
、’
垒
人
類
が
わ
れ
ら
の
兄
弟
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に 

一
す
ベ
.

H

人

間

が

義

兄

弟

：で

あ

る

の

は
、
神
f

'

っ

て

で

.あ
ガ
、
神
を
通
じ
1

1

°

'そ
れ
故
^

^
は
絕
對
的
で
あ
っ
て
、
そ
の(

資
格 

と
が
嵌
件
と
か
に
は
.無
關
_
で
あ
る
。
：.彼
を「

わ
れ
，.

0
Q
:
兄

弟
」
；：：

と

な

す

の

は

「

わ

れ

わ

れ

の

愛

情

と

か

善

意

と

か

に

よ

石

も

の

で

は

な 

く
、
.社
會
組
織
と
か
國
家
制
度
の
結
果
で
も
な
く
.、
：實
'
に

神

が

彼

を

.か

く

造
り
、
神
が
そ
の
.資
格
を
彼
に
興
え
給
5
た
か
ら
で
あ
る
。
祌
. 

を
逋
じ
て
'
爲

の

人

間

は

钇

わ

6

同
跑
で
あ
る
。
.：わ
れ
わ
れ
が
祌
を
警
る
な
ら
"
' そ
の
如
く
ま
た
人
間
お
も
認
め
な
ベ
て
は
な 

ら
ぬ
。
'た
.と
い
わ
れ
わ
れ
の
生
活
に
お
い
：

H
彼
が
あ
れ
わ
れ
と
非
常
に
.■

、：
無
關
係
で
あ
っ
て
も
い
な
お
彼
は
わ
れ
わ
れ
の
兄
弟
で
あ 

.

.

.
り
、
わ

^

ら

の

同

胞

で

あ

今

申

命

記

は
T

放
彼
を
知
.ら
ず
と
も
、彼

は

汝

の

兄

弟

：
：
：

」
(

申
命
記
第
廿
ニ
章
ニ

 
V

と
い
い
、
•ま
た「

彼
た
と 

.

い
#

^
人
叉
は
爽
人
な
.り

と

ハ

え

ど

も

：
：
：
故

の

兄

弟

な

り

」

と

も

語っ
、て
い
る
。

：
汝

、の'前
に
來
る
貧
し
身
者
は
、「

汝
の
貧
蒸」

r

汝 

の
困
窮
者」

^
あ
る
.。
汝
と
と
も
.に
住
.む
異
邦
人
は「

汝
の
異
邦
人」

で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
皆
神
に
よ
っ
て
五
に
結
ば
れ
て
レ
る「

神 

は
す
べ
て
の
1

0
創
邋
¥

|

」

,
神
：は
か
く
わ
れ
わ
れ
を
造
り
給
>
た
。
-'
ん
間
で
|

こ
と
は
令
：
§

 

隣
人 

で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。「

他
人一,

な
る
人
間
も
神
が
彼
を
わ
が
同
胞
と
し
て
追
り
給
う
た
が
故
に
わ
れ
ら
の
同
胞
で
あ
る
。
彼
.が
同
胞
で
あ 

.る
こ
，と
は
祌
の
賜
物
で
あ
る
。
そ
し
’て
隣
人
を
敬
愛
す
石
こ
と
は
單
な
る
そ
戒
律
で
は
な
く
道
德
の
全
內
容
を
、
：.神
が
わ
れ
わ
れ
に
要
求 

し
給
う
茗
の
_

を
表
現
：す

る

,0
'
そ
れ
は
義
務
：2
論
を
表
わ
す
。
な
ぜ
な
ら
、は
ィ
5
 H

ル
.宗
敎
S

い
て
は
神
に
仕
へ
、
刺
を
愛 

し
、
わ
れ
わ
れ
.の
签
身
全
靈
を
神
に
献
げ
る
こ
と
が
信
仰
と
生
活
の
：全
.部
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。.
.兄
弟
を
求
め
る
こ
と
、
そ
れ
は
神
べ
の
道 

で
あ
っ
て
.、兄
，弟
a：
1
の

關

係

に

お

，
い

て

わ

れ

わ

れ

は

敬

神

，と

敬

虔

と

.を
S'
示
す
る
心
；祌
に
'對
す
る
寧
往
は
、
わ
れ
わ
れ
が
隣
人
を
敬
愛
す
る

.

.

. 

-

.

.

.

■

■

:

'.
:

 

(

3)

；
-

こ
と
に
#
.ず
る
。「

心
ス
ラH

ル
宗
敎
.に
お
い
て
は
社
#

的
行
爲
は
i l
l

ち
敬
神
で
あ
り
、
.

敬
神
は
社
會
的
行
爲
を
含
む
も
の
.で
あ
る
0

、
 

T

o • 

0
 ̂0
 
8
0
 ̂

D
y
’s
e
l
i
g
m
a
n
)

(

2

)

尙
こ
冷
點
に
づ
い
て
は
ブ
ル
シ
ナ
ー
.「

芷
義
.
一
^

枝
譯
第
六
^

第

七

韋

ク

第̂

巧
^

汍
^

ぅ

第

十

章

及

び

ー

ッ

ク
^

ユ
ダ
ャ
敎
の
本
質」
'有

.

贺
.譯
笫
ー
：一
:嚤

第

ニ

節

參

服

。
.

ぃ

-.

人
^̂ 

- 

. 

)

.，

：

：

■■
■

■

:

}

.

:■
;

:

■

.(

3

)

べ
ッ
-
ク
2

ダ
ヤ
_
敎
の
：沐
質」

邦
譯
1
_
1六
〇
|

ニ

六

五
' 

' 

、

：

. 

....

'.

• 

:

.

:

v
 
五

'
奴
：
隸

観

.

：

.

'.
':

.

'

 

•

 

:

.

.

 

.

 

V 
.

 

.

.

.

 

.

,■
•

.

.

.

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.平
等
並
び
に
隣
人
愛
の
•精
神
と
.關
漣
し
-X
當

然

一

：瞥

し

な
'け
れ
ば
な
.ら
な
い
の
は
舊
約
イ
ス
ラ
エ
：
ル
.の
奴
隸
觀
で
あ
る
。

,- 

'イ

ス

ラ

エ

ル

に

奴

鍊

制

の

存

在

レ

た

，：こ

と

は

进

代

*

#
に
通
贫
な
現
瀲
と
し
_て
別
段
異
と
ず
る
：に
は
足
り
な
い
が
、
.そ
れ
が
ギ
リ
シ
ャ 

そ
の
他
の
古
代
社
#:
:
や
近
世
文
晛
_
に
見
.
る
る
が
如
き
も
9
と
は
可
成
り
相
遠
し
て
い
セ
も
の
の
如
く
で
あ
_る
。

：

イ
ス
ラ
エ
ル
の
奴
識
制
は
ギ
：
y
.シ
ャ
ハ
ロ
彳
マ
を
始
め
他
の
古
代
社
會
の
そ
れ
に
く
ら
べ
て
極
め
て
膨
情
的

.
で
あ
づ
て
、.
ー，
說
に
ょ
れ 

丈

、
.
嚴
密
に
い
え
ば
奴
鍊
と
い5:
特
踩
な
語
は
ユ.
ダ
ヤ
敎
に
は.
存
在
し
.
な
か
つ
た
と
さ
え
い
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
-

と
は
無
論
、
平
等
と

* 

.

*

*

.

 

V

 

-

 

~
 

-

 

i

.

隣
ん
愛
を
含
む
祌
信
仰
の
自
然
的
結
舉
で
あ
る
と
奢
え
ら
れ
る〜

か
、
:
そ

れ

暴

.に
イ
'ぅ
フ
エ
：ル
の
世
界
觀
が
勞
働
に
.對
し
.て
特
に
_

 

的
、
倫
理
的
祌
聖
さ
を
附
與
し
た
ご
ど
と
も
深
い
關
係
を
も
つ
も
の
で
あ
る
夂
そ
れ
に
ょ
れ
ば
人
間
は
神
に
ょ
つ
‘て

勞

^

^

る

ょ

ぅ

定

め 

ら
れ
.て
い
各
と
い
ぅ
の
で
あ
：る
？
こ
の
.ょ
ぅ
な
勞
働
に
.樹
ず
る
壽
餐
心
は
丧
典
時
代
に
は
知
ち
れ
て
い
な
が
つ
た
。'
'ギ
リ
.
シ
.
ャ
人
が
そ
の

ょ
き
例
で
.あ
.る
-0
:

.

:

■

::

パ 

 ̂
.一
 

:

.
ギ
リ
シ
、ャ
人
に
と
つ
て
は
勞
_

は
自
由
人
，の
な
す
に« .

せ
.
ぬ
卑
賤
な
行
爲
で
あ
；；つ
た
。
^

'«
0

な
る
‘ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス'さ
え
^
、
奴
隸
制

は
.、
.自
由
民
'を
下
饞
な
.勞
働
や
.
1
3
1
常
の
勞
_
か
ら
解
放
し
、
か
れ
ら
の
た
め
.
に

眞

の

，
生
私
.、
卽
ち
高
尙
な
る
閑
暇
.と
深
遠
な
.る
思
索
を
可

.

. 

. 

■
■

- 

:

:

社
會
思
®

i

.
し
て
の
'
へ.
ブ
ラ
イ
ズ
ム
ン
、
•
, 

U

一

(

七
^

十
、

'



'
三
由
學
會
雜
—

 ̂

' 

.
，ご

：-.
'
.
、
. .

.

.

■

.

-

能
な
ら
し
む
る
：に
絕
對
的
に
必
耍
で
t

と
主
張
し
て
、
ヒ
の
制
度
を
讓
し
、
资
に
へ
パ
イ
ス
ト
ス
の
裏
的
塑
凄
く
機
械
が
獨
/ 

り
.で
に
動
き
出
す
ょ
I

な
る
一
ま
で.ゆ
奴
隸
制
祿
要
と
な
る
こ
...
と
_

い
：で

あ

ろ

う

と

ま

で

論

斷

.
こ

れ

ば

■

々
ア
リ
ス 

ト
テ
レ
•ス
だ
け
の
見
解
で
は
な
ぐ
、
廣
く
古
代
ギ
リ
グ
ャ
人
の
奴
隸
觀
を
端
的
に
代
表
し
た
-:
%

..
0

と
見
^
い
：い
^
ろ
ぅ
。
;:

..

.

:

'
_約

馨

ば

勞

働

：の

親

福

歡

げ

在

■
古

代

一

ろ

靡

ー

の

ゼ

■

%■
;桀

出

太■
)
I
:

人

顆
 

シ
ャ 

一
人
の
®

■

頗
る
,
照

的

變

る

■

に

勞

藝

神

聖

が

知

き

、'
イ

ザ

,

に

い

ぅ

寧
廿
5-
:人

が

幸

爾

：な

る
#
と
^-
女
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
奴
隸
制
に
鍵
す
..る
魄
.詆
は
聞
か
.れ
な
.い
0
.イ
ス
ラ
土
ル
に
お
.：v
'x
は

勞

偉

.は 

人
間
P
坐
節
か
お
不
可
離
の
もQ

で
あ
々
と
考
ぇ
ら
れ
た
。
詩
篇
は)

^

は
い
.で
て
^

^

^

そ̂
.の
難
勞
は
ゅ
ぅ
べ
に
美
い
だ
..る」

<

詩
篇
第
百
职
篇
廿
一
一

1
>
ー

と
い)

っ
；_ズ
斜
造
轰
け
る
人
間
の
身
働
.备

■

、
- 

:

更
に
注
_

す
..べ
き
：こ.
と
は
、：

(

奴
識
€>
'

地
位
に
，關
す
る
舊
救
，の
法
的
觀
念
で
あ
る
。
.

/

パ
• 

■

.

.

. 

.

.

藥
君
に
ょ
っ
て
支
配
さ
れ
.て
い
た
读
東
方
諸
國
に
っ
い
.て
は 

.紙
を
も
た
な
い
單
.
る̂
物
、
.
ア
リ
.：ろ

ト

を
 

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
法
律
の 

主
體
で
な
く
し
て
容
體
に
す
ぎ
众
か
つ
.た
。
':
:
ロ
ー
マ
法
典
に
お
い
て
奴
隸
は
物
權
法
の
章
に
鳳
し
て
い
た
。
七
か
る
に
ィ
ス
ラ
エ
ル
の
法 

律

で

は

'

奴

隸

は

權

利

馨

袼

I

一
 

個
の
人
格
で
あ
る
。
そ
の
主
人
の
前
に
確
固
た
る
法
的
要
求
を
も
っ
て
立
ち
ぅ
る
人
格
で
あ
る
。
. 

老
主
人
は
奴
隸
の
贬
有
f

 

t
.で
な
く
、
管
理
者
と
与
.考
4

れ
て
：い
存
ン
主
人
&

S

を
取
扱
3
絕
對
的
、
，無 

た

ず

、

，處

彼I

し
て
限
定
さ
れ
た
處
分
權
を
有
す
る
の
f

あ
：1

か
く
し
て
奴
隸
の
身
分
は
、
承
認
さ
れ
た
權
利
を
規
定
す
る 

^ .

の
一
鮫

的

秩

^

の
中
に
そ
.の
基
礎
を
も
つ
と
こ
ろ
の
關
係
で
は
な
く
、
單
に
家
- ^

の
私
的
奉
公
と
い
ぅ
暫
定
的
形
態
に
す
ぎ
な
、
こ
と

. 

.• 

•
, 

.

. 

.

. 

.

.

.

.

 

に
な
る
。
放
に
奴
線
制
と
い
う
原
理
は
'事
實
上
行
わ
れ
，て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
0

'

: 

.
一'

-
奴
隸
に
.對
し
：て
、
い
か
に
珠
的
人
格
が
保
證
さ
れ
て
.い
た
か
と
い
：う
.こ
と
は
、
主
人
め
姊
隸
に
加
え
.る
毀
害
を
取
締
る
律
法
の
中
に
も 

顿
瞭
に
現
わ
れ
.て
い
る
.。
出
埃
及
記
に
日
く
、，

「

人
も
し
.そ
の
僕
の
.一
の
目
、
あ
ゐ
M
:は

轉

の

.

.
一

-.
.
'の
目
を
擊
て
こ
れ
を
喪
さ
ば
そ
の
目
の
た 

6;
こ
'之
を
釋
つ
べ 

'し
。_
叉
も
,
.そ
の
.僕
の
二
個
の
齒
か
姊
のi

個
の
齒
_を
打
落
ば
、>

の
齒
の
た
め
に
之
を
釋
つ
べ
し」

(

出
埃
及
記
第
廿
一 

.章
ニ 

f

 ニ
七
.
V 

:
と
。
.，こ
0
律

法

：は

奴

銶

が
.主
人
か
ら
肉
體
的
傷
害
を
蒙
.つ
：た

場

合

忆
.然
る
べ
.
身
金
錢
的
賠
償
を
要
求(

す
る
檣 

.た
も
の
.で
あ
つ
、
て
、
：

.こ
め
ょ
う
な
規
定
ば
他
の
古
代
社
會
に
雄
全
く
類
例
を
見
な
ー
い
も
の
％
.あ
.る
。

'
-.
.

.

:

:
.

.

. '

こ
め
ょ
？
に
奴
隸
の
卒
等
性
は
法
#-
的
^
强
調
さ
れ
た
ば
：か
り
で
&
く
、；
，ま
た
宗
敎
的
に
も
强
調
さ
九
た
。
..奴
隸
の
た
め
に
休
息
と
慰 

.旁
の
日
と
し
.

V
、

安

^

日

亦

制

定

さ

れ

た

な

ど

^

こ
.れ
で
，;̂
る
？
--
1
七
日
社
汝
め
神
エ
ホ
バ
_の
安
息
な
れ
ば
何
' 0

業
務
を
%

爲
す
べ
か
ら
ず
。
 

汝
も
汝
の
男
.子
女
芋
汝
の
僕
婢
も
汝
の
¥
驢
爲
も
->
.汝
の
諸
の
家
.畜

..%
、
：汝
：の
門
.の
中
に
お
る
他
國
の
，人
も
然
り
。
斯
な
ん
I:
僕
婢
を
し

'
て
汝
と
お
な
I

馨

起

t

し

。
.：
汝

環

べ

し

汝

か

b
も
て
其
處
ょ
り
汝
を
導
き
出
し
た
.ま
え
^
。
’棊
を
%■
て
汝
め
神
め
千
ホ
.バ
な
ん
じ
：に
安
息
日
_冷
守
れ
^
命
じ
た
も
う
な
りj

と

申

命

.記

.

.

.

'■

.

.

.

.

.

. 

• 

.
'.
’.
■
.
.
 

• 

: 

. 

.

.

一
 

/
.
.
. 

- 

' 

. 

•
' 

- 

. 

'

ば

述

べ

'
て
：い

る

.

(

申
命
記
第
五
 一 

寧十
四 

I 十
一
五
 

v
o::
.
:
-
-
r 

•
:
_
: 

'
.
'

へ
；
.
' 

ソ
：
■:

:

i:

が
く
.の
如
く
神
：は
奴
隸
め
た
め
.に

安

息

の

：：日

を

楚

.め

結

う

た

' €
>

で
あ
^

ハ
奴
隸
に
こ
の
体
日
を
與
夂
女
の
は
.奴

隸

：の
，主

人

.

で
'は
な
い
'0 

神
が
こ
れ
.を
與
え
給
う
'の
；
で

あ

るo
.

1

.
週
.

一.
度
の
..安«

日
は
人
權
の
た
め
に
^ .

在
す
る
。
同

様
.に
節
筵
の
喜
び
：も
亦
奴
識
に
與
え
.ら
れ
た
。
 

:

卽
ち
申
命
記
は
-.
.
.

「

節
筵
を
な
す
時
に
は
汝
と
汝
靜
子
、
女
子
、.
釋
ン
婢
お
ょ
び
汝
の
門
^
内

な

る

レ

言

人

’
賓
旅
ゝ
孤
子
ヽ
寡
婦
な
ど
皆 

「

と
も
：に
樂
む
べ
し一::(

串
命
記
摩
六
章
十
四)

t

lg
b-
-.
'
t
:

へ
め
に
へ
時
折
、
視

、日

を

與

克

：て
い
た

.
b
;と
は
事

實

セ.あ

る

。

じ.か
^

、'

_

_な

酷
«

の
1
:年

間
^

僅

か

：に1:

>

社
氟
思
想
と
し
て
の
<
ブ
ラ
ィ
ズ
：.ム
ノ
.

.
''
. 

■

5
1
1
:
:
ハ
七
：七
九)
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田
學
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雜
誌
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四
十
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%
,第

十

雜

,

.
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■

■

'

.

_ 

■

.

.
,
' 

. ノ 

. 

4ー
吗
.，'

(

七
八
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.

し
か
'も
慈
善
行
惑
と
し
.て
卿
克
ら
れ
て
い
た
-0
と
> 
奴
隸
の
！

K

賦
の
不
可
侵
的
、
宗
歡
的
權
利
^

し

て

へ

ー

：
年

中

の

最

%-
制

塗

众

る

制

度

ぐ
と
：
し

て

r
若
し
く
は
：.

「

主
と
.イ
ス
：
ラ
ー
エ
ル
の
子
ら
：：と

の

間

の

濟

'

(

出
埃
及
記
第
£

:
章
十
七)

.
と
^.
て
、
：安
息
日
が
制
定
せ
ら
れ
て
い
る
の

>
' 

-
.

.

-

 

.

.

.

.

.

.

. 

• 

• 

.

.

. 

- 

•
'
.

-

.と
で
は
、.
そ
の
錄
に
根
本
的
な
相
歡
が
あ
る
と
い
れ
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
：。
.無
論
、
ギ
リ
シ
：ャ
や
口 
]
.
マ
の
文
擧
の
中
に
も
奴
隸
に
對
す 

る
溫
情
と
慈
愛
の
言
葉
を
見
出
す
こ
と
は
決
し
て
困
難
で
は
な
い
。
.
ス
/ト
ケ
本
亦
平
等
主
義
の
見
地
か
ら
奴
款
を
も
含
め
た
廣
肌
な
る
隣 

人
愛
を
.唱
え
た
が
、
.
こ
れ
ら
0
見

解

ば

極

め

て

：少

教
#
の(

、
し
.か
も
實
.踐
と
全
く
遊
離
し
'た
机
上
の
.論
議
た
る
^
止
つ
ズ
、
イ
ス
ラ
エ
ル 

、

宗
敎
の
科
.簞
し
だ
と
と
ろ
：に
は
秦
.に
到
達
し
な
か
つ
た
。.へ
酣
ち
ぞ
れ
は
民
族
の
日
常
生
活
.を
規
制
す
べ
き「

律
法」

と
は
な
ら
な
か
つ
た
。
 

'
こ
，
れ

に

反

し

：て

、

'
イ
，
ス

ラ

>
{

ル
め
聖
書
が
奴
隸
に
吧
て
敎
え
る
と
こ
ろ
め
敎
訓
は
,#
法
.と
し
て
、：

イ
.ス
ラH

ル
人
の
生
活
を
支
配
し
、
* 

.
'時
と
共
^
益(

々
翱
め
ら
れ
、(

高

め

ら

れ

：て
、
.
や

が

て

彼

等

の

生

活

を

深

く

性

格

付

^.
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
.ギ
リ
シ
ャ
、
',
t丨マ
：の
哲 

.

骚
的
抽
象
的
ビ
テ
.丨
マ
-
ズ
ー
み
と
イ
ス
ラ
.

H

ぎ
の
’生
命
あ
る
命
令
的
宗
敎
の
實
踐
的
ヒ
ュ
；I
マ
ラ
ズ
.A
と
.の
.相
違
は
こ
こ
に
明
ら
か
'で
あ
.

る
。
.
.タ
.W
ム

ー

ド

は

イ

ス

ラ
'

H'.

ル

人

，
ね

，か 

奴
鍊
を
、
^
ら
ゆ
る
屈
辱
的
で
不
必
耍
な
勞
働
と
汚
辱
か
ら
保
護
す
る
に 

.
•
.つ
と
•め
た
^
を
わ
れ
わ
れ
に
.傅
え
て
.ヤ
る
。「

^
 

勞
働
に
よ
：つ
て
生
活
す
る
.善
良
に
し
.て
忠
實
な
る

へ
人
間」

：.で
あ
る
t
t.
で
：ぃ
っ
て
.，い

る

ゃ

：か

く

見

る

と

き

は

、
「

そ
S
 

，
社

' 

• 

, 

* 

: 

. 

.

(

3)

. 

..

.

會
に
は
#
在
し
な
か
づ
免
。'
,イ
；3:
フ
土
ル
は
奴
隸
の
肩
に
依
存
し
な
い
文
化
を
も
つ
_
1
.

:

の
古
代
社
會
で
あ
つ
た」

と

い
ぅ
べ
ッ
ク
の
主
. 

,張
ー
は
必
ず̂
も
過
實
.で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
.
.'
,
' 

ノ

' 

v
l
>

 

B
a
e
c
^.
I

-̂v
.
D
a
s 

w
e
s
e
n

a..es J
d
d
e
n
t
u
^

.(

2
>
一
 
ァ
リ
ス
.
rテレ

.：

ス
.は

「

一一:
コ
卞
=»

ス
偷
锂
學」

-の
中
ヤ
，い
う「

奴
隸
が
奴
隸
で
あ
る
限
'P、.
こ
れ
に
對
.す
る
友
人
關
：係
と
い
う
も
の
は
あ
り
え
な 

.

.い0.
そ
れ
ば
牛
馬
^
尉
す
る
友
.人
關

：係

，
が
，
ぁ

.り
ぇ
な
ぃ
と
同
糠
で
.ぁ
.る
--
0
卽
ち
奴
隸
は
坐
け
る
道
具
'で
あ
り
、遒
具
は
生
命
の
な
い
奴
隸
な
の
で
あ
る
0」

3 '
’

)

.

ベ
/

' /
■

、
T 1

ユi V

ャ
敎
の
本
霞」

有
賀
鐵
太
郞
濃. 
'一一；七.
九<

. 

-
■ 

- 

, 

.

.

.

■
■

.

.

.

.

.

.

 

.

.

. 

-

.
六
::
-
-
.貧

囷
.

と
.

所
^

:

'

.

•

一.
.
- 

• 

:
 

* 

平
等
を
說
き
隊
人
愛
を
敎
え
た
舊
約
聖
書
の
ヒ
テ
！
マ
.一
 t

ズ
：ム
は
ま
た
貧
富
の
存
在
を
.見
逃
が
さ
ず
、
貧
者
■の
爲
め
に
幾
多
め
社
會
的

律
法
る
通
じ
て
積
極
的
な
關
沁
を
示
し
た
の
で
あ
石
。
' .
:
.マ

^

.舊
約
觀
書
の
.社
會
的
律
法
の
ょ
っ
'
.て
立
っ
基
本
觀
念
は
、
お
ょ
そ
一
：國
家
の
版
圖
に
屬
す
る
者
は
、す
べ
て
一
っ
の
倫
理
的
、單
位
を
構
成
.

. 

. 

•
' 

.

す
る
と
い
う
現
念
で
あ
芩
..彼
等
.は
'い
ず
れ
も
皆
、
偷
理
的
義
務
の
協
同
社
會
の
一
省

な
く
し
て
、
.人
..間
と
し
て
の
住
務
と
そ
の
完
遂
と
い
う
倫
理
的
目
的
が協

！！

社
會
の
各
慨
人
を
結
合
す
る
と
こ
ろ
の
，主
た
る
®
で
あ
る
。
 

わ
れ
.わ
れ
と
共
に
往
ん
で
い
る
者
は
學
で
も
わ
れ
わ
れ
に
對
し
て
請
求
權
を
■も
っ
。
.從
っ
て
、
わ

れ

.^
れ
は
、
貧
困
な
る
«

人
の
人
間
と 

し
て
の
..要
求
に
對
し
て
資
任
.を
：感
じ
、
そ
办
要
求
を
熟
知
.し
て
、
彼
等
妒
救
濟
ず
る
義
務
が
あ
る
。
貧
苕
.は
わ
れ
わ
れ
に
對
し
て
要
求
權 

を
も
っ
。
彼
等
に
對
し
.て
、.
わ
れ
が
れ
の
な
す
べ
き
善
行
，は
、
彼
等
，の
當
然
受
く
.、ベ
.き
權
利
で
あ
っ
て
、
：決
し
て
慈
善
や
施
物
の
類
で
は

: 

.

:

■

.
 

V 

: 

. 

. 

. 

,
 

- 

' 

.

な
い
。
貧
#

え
の
救
濟
を
拒.
む
こ
と
ば
、
當
然
與
ら
る
べ
き.も
の
を
與
え
な
い
と
と.
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
彼
ら

か

ら

「

盜
'
む
こ
と
1 _
.

• 

- 

• 

. *■ 

• 

■ 

• 

•
: 

• 

■ 

で
さ
え
あ
る
。
箴
言.
に
い
う「

貧
じ
き
#

を
貧
し
ぎ
が
た.
め
に
掠
む
る
こ'
と
.
勿
れ」

(

箴
言
第
一

一

十
一I

章
廿
ニ)

の
意
味
す
る
と
ころ
は

こ
れ

•
 

• ' 

■ 

• 

-
 ir:

で

あ

る

。
"
か

ぐ

す

る

こ

と
は
、
神
が
彼
に
そ
の
所
有
と'し
て
與
え
給
い
し
も
の
、
郎
ち
わ
れ
わ
れ
の
仲
間
と
し
て
生
活
す
る
權
利
を
、

■.
彼
.

.. 

. 

. 

. 

.

か
ら
奪
う
こ
と
を
意
味
す
る
？ 

_
'

.

 

-
 

' 

' 

■

.
佛
陀
は
赞
困
を
病
、
死
と
共
.に
人
間
の
.不
可
避
的
な
運
命
：と
觀
じ
.た
。
舊
約
聖
書
は
か
か
る
宿
命
歡
に
反
對
す
る
。
貧
#.
は
地
上
に
お 

け
る
物
質
的
財
產
に
.お
い
.て
こ
.そ
池
位
を
も
た
ぬ
が
>
'祌

の

御

前

に

お

：い
へ
て
邶
他

1

¥
等

.0

..趣
位
を
有
す
る
。
彼
も
亦
尊
厳
な
る
人
間
な

.

,
社
# ,

思
輝
と
'

し
：；て'
の.
.へ.
ブ
ラ
ィ
ズ
ム:-
-

: 

. 

.••
-

■

’

ニ
苏
.

.

(

七
八
ニ)



三
田
學
會
雜
誌
第
四
十
六
卷
第
七
號

•

、
 

ニ
六
：

0
^
/
5 

.

.

の
で
.あ
■る
'0
簧
#
の
尊
嚴
は
ま
た
.イ
ス
ラH

ル
.の
尊
厳
で
あ
り
、.
.貧
者
の
慰
藉
は
ま
た
彼
等
の
慰
藉
で
あ
る
.
.貧

-#
の
tl*
惱

は

ま

；た
イ
ス 

^
.の
苦
瑙
兗
あ
る
0
ー
加
之
、
見

隸

や

寄

窝
.の
^:
國
人
^
對
ず
る
場
合
^
 ̂

ス
ラ
'土
ル
は 

過
老
に
お
±
る
：自

分

良

身0.
運
命
.と
苦
惱
を
思
焱
起
こ
オ
の
で
あ
る
：。：：
第 
一
—*
イ
ザ
ヤ
は
い
i

「

貧
し
き
も
の
と
乏
儿
ぎ
も
の
と
、
水
を
も 

と
め
て
水
な
く
、
.:
.
.そ

の

舌

か

：
わ

ぎ

衰
5
る
と
$

扣
掏
：エ
ホ
：：バ
聽
き
て
こ
衫
え
ん
。：
杈
れ
イ
ネ
ラ
エ
.灰
の
神
か
れ
ら
を
棄
て
ざ
る
な
り
0
'マ ̂

•
•

…

.

.

.
エ
ホ
.べ
，
.±
.そ
，の

民

を

な

ぐ

：さ

1.め
、；.：そ
の
苦
^
む
%
の
を
憐
み
允
ま
え
^

ベ
ブ
ラ
イ
：で
は「

質
し
い
者
^
--
1
*
,^;
ら
れ
た
.者」

.と
い
ぅ
言
葉
は
敬
虔
な
.も
の
、
尊
敬
ず
ベ
き
も
の
、;

善
良
.な
%■
の
と
•殆
、と
向
義
に
解
せ 

ら
て
た
。;-
こ
.の
點
に
お
い
.て
只
管
^
 ̂

强

い

も

の

，
、
.

美
し
.い
も
の
を
貴
び
、
大
衆 

.を
蔑
視
し
.、
：

「

弱
#
の
苦
惱
を
意
•に
介
し
な
か
つ
.た
1-
-
'
:

C

ル
.ナ
シ
^

:

.'
し
か
^
ば
蕾
約
复
書
は
ゥ
こ
の
贫
困
办
問
題
を
い
か
に
し
弋
解
於
し
ょ
ぅ
と
す
る
か
づ
か
く
て
富
と
こ
れ
を
所
有
す
る
人
い
卽
ち
富
者

.

.が
間
題
と
：な
る
0
-:
.

)

；v
パ：
^
 

,'
•

.

;:
'
:舊
約
聖
書
は
財
產.に
||
:

ず
る
義
務
を
厳
蕙
に
規
定
じ
で
い
る'-
'0
當
時
§

け
る
財
產
め
形
態
、
所
有
の.對
象
は
V
が
な
名
も
の
で
あ
づ； 

た
が
。，

;.
-
.::
:
:.
'.
.
、
■■
.
.
.
.
.
.
i

'
:'
.,
:

'

:

:

:,;

.
■

■'
へ
.ブ
ラ
.イ
人
は
.そ

の

歷

史

'に

現

わ

れ

た

時

代
に
は
今

日

，
の
べ
ド
ゥ
ィ
ン
の
如
き
遊
牧
生
活
を
營
ん
で
い
.た
。
そ
の
經
濟
生
活
も
ベ
ド
ゥ 

ィ
.ン
.の
如
く
共
產
的
で
あ
づ
た
。
±
.

地
、
牧
場
、
■井

泉

、

獲

物

、
，
ナ
.ッ
メ
へ
ャ
，シ
の
オ
ア
シ
ス
な
ど
は
悉
く
民
族
の
共
有
で
あ
っ
た
フ
た
た
' 

'
天
f

家
具
、へ
衣
類
、
家
畜
の
み
が
私
有
財
産
で
あ
っ
た
。
が
か
る
事
情
I

っ
：て
は
、

個
人
的
に
耳
大
な
る
富
を
蓄
積
す
る
こ
と
は
不 

可
能
で
あ
っ
た
。
或
る
男
は
他
の
男
ょ
り
も
山
羊
、
駱g

、

羊
な
ど
-を
幾
分
多
く
所
有
す
る
こ
と
は
.で
き
た
が
、
し
か
し
彼
は
家
畜
を
少 

く
诉
肓
す
る
見
と
同
樣
.の
天
幕
に
住
み
、
同
様
の
.衣
服
釔
纒
い
、
同
樣
の
食
椒
を
攝
っ
た
の
で
ぁ
る
。
' こ
の
原
始
共
.産
制
に
お
け
る
經
濟

.

.的
平
等
と
.政
治
的
平
等
と
が
被
ら
の
遊
牧
時
代
の
特
徵
で
あ
っ
た
。

:
. 

.. 

: 

V

ガ
ナ
ン
.定
着
後
へ
..ブ
一
ラ
イ
人
は
先
住
の
力
ナ
ン
人
か
ら
農
耕
技
術
を
學
ん
で
遊
牧
生
活
.か
ら
農
耕
生
活
に
入
っ
た
。
農
耕
は
へ
フ
ラ
イ 

人〉

の
政
治
、‘
®

#、
宗
敎
の
諸
坐
活
面
に
殆
ど
革
命
的
な
變
化
を
及
ぼ
む
セ
。.，
生

活

水

準

は

高

ま
^
、
人
ロ
は
增
加
し
、
永
續
的
家
屋
に 

住
，む
.聚

落

生

活

が

始

：っ
.た
。
村
落
は
因
圍
を
繞
ら
す
石
垣
に
ょ
っ
て
敵
の
侵
入
か
ら
守
ら
れ
、
：危
急
の
；際
に
.臨
時
的
に
選
枝
れ
た
指
導
哲 

は
.味
久
的
首
長
と
し
.て
留
ま
ゥ
、
.
Vか
く
て
支
配
著
と
塗
支
配
者
と9.

區
別
が
明
か
に
.な
っ
:'
た

。
，
：職

業

は

專

門

化

さ

.れ
、

田
島
を
耕
す

 ̂

夫
、
賣
質
す
る
商
人
、
村
の
門
に
あ
る
法
廷
に
座
す
る
長
老
、
神
意
を
卜
.す
る
祭
司
な
ど
に
分
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
へ
ブ
ラ 

,
イ
人
,は
移
動
.を
根
本
的
特
徵
七
す
る
遊
牧
民
か
ら
'定

着

を

本

來

の

，姿

と

す

る

農

耕

民

.に
發
展
ず
る
こ
：.と
と
な
っ
た
の
で
あ
.る
。
主
要
な
農 

;■
■產

物

は

太

麥

、

小

麥

、
：次

“
で

葡

萄

、.ォ

リ

ー

ヴ

等

で

あ

：っ
た
。

農

耕

時

代

の

初

期

：に

は

士

地

の

永

代

所

有

權

は

な

く

、

ロ
シ
：ァ
の
_
ミ
ー 

’ル
と
同
様
に
屢
々
再
分
配
ざ
れ
た
。
.爾
來
、)

ぺ
ブ
ラ
イ
人
ぼ
農
耕
民
と
し
：て
發
展
し
"
^
^

•■
:
'な
っ
た
。
庶
民
が
7*
ム
.：：>
ろ
：'*
.
:ア
.レ
：ッ
，：.

(

士
の
民)

.と
呼
ば
れ
た
事
實
は
’
國
^
^

.主

な

各

尠

象

と

し

て

語

っ

，允

»
言
殽
や
イ
-
ス
の
敎
訓
^
多
ぐ
農
»
生
活
.に
取
林
ざ
れ
て
ぃ
.る
の
ば
と
れ
が
た
一
め
で
あ
ふ
パ
牧
畜
と
農 

耕
、
.山
平
原
、

.荒
蕪
ど
：肥
沃
と
め
微
妙
な
取
合
'せ
は
へ
ヅ
ラ
イ
ん
に
㈱

㈣
の
世
界
觀
を
形
成
せ
：し
め
、
破
等
に
强
靱
な
る
'精
祌
カ
と

-

,.

I. 

、
 

• 

- 

.(

9
-#
.

〕

. 

• 

• 

' 

■ 

■ 

. 

.
 

.
 

.
 

..
 

■ 

V 

»

體
ヵ
を
與
ぇ
卜
盛
ん
な
勤
廣
意
飲
と
.豐

な

順

膨

性

免

惠

ん

，だ

の

で

あ

る

。
：

.

か
彳
て
：農
業
を
中
心
と
す
る
社
會
贮
お
け
る
土
地
、の

.
所

有

.の

對

. 

.

.

.

.

.
- 

.

.

.
- 

. 

- 

.

.

.

. 

. 

'

象
と
し
.
て
の
意
義
は
極
め
て
大
で
あ
る
：こ
と
：は
明
ら
か
で
あ
る
。
：
：
ン
：
:;
:

'

.
 

.

.

.

,.
.
:-
:

:

:

'

.

;

.

;

:

.

■

-

-

» 

• 

■

*
 

，

ぐ
以
上
の
こ
と
を
念
頭
贮
置i

^:
へ
，,

7.
イ
人
の
所
有
觀
に
移
ろ
ぅ
。

■■
■''
 

•

:

一

へ
ブ

ラ

<f
人
の

所
有
觀
も
亦
そ
.の
.祌
觀
と
亂
ぐ
結
び
っ
い
て
お
り
' 
そ
れ
..怒
.翁
起
ず
る

こ

，と

な

く
じ
で
は
決
し
て
理
解
する
こと

.：

は
で

.

.■• 

. 

. 

. 

’
 

.
 

.
 

.

.

. 

.

.

.

.

.
;

.. 

.

ぎ
な
.い
で
あ
：ろ 

.

 

'

;

,

■

 ̂

'

.

.

■

nH
:
-t
;'M
M
't
し
て
の
へ
ブ
ラ
イ
オ
ム 

.

ノ
 

、

.—1

セ

、(

-七
;/
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學

嘉
餽.

第
軋
十
六
卷
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-
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+
號

_
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.ニ
八
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七
八
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.

一
兀
：始

に

：|钇
創
造
じi

ぅ
た
全
智
全
能
、
：'
.
:遍
在
の
'神
は
ラ
從
つ
：て
ま
だ
萬
有
の
絕
對
、

一
切
の
も
の
.に
優
先

•

 .

.

.

.

 

I

 ~

 
•

 

■

 

•

 

*

 
-

 

■

•

•

■•

•

•

 

•

 

'

 

•

 

•

、
 

. 

•

 

•

 

•

 

-

 

•

 .

 ,

す

モ

陳

获

圣

知

全

能

畜

え

た

ダ

ビ

养

め

頌

詞

ば

ニ

鈕

^

旧
く
、
：

「

〒
ホY

t
i

勢
と
能
力
と
榮
光
と
光
輝
と
威
光
と
は
汝
に
屬
す
。
凡
て
天M

あ
る
#
、
地
に
あ
态
巷
は
み
な
汝
に
屬
す
。
.
.エ
ホ
..
: 

X

 

_も
ま
：た
汝
.に
露
す
。
汝
は
.萬

有

の

：首

と

崇

ら

れ
*
%-
ぅ

。
f
と
貴
と
は
共
.に

汝
•よ
.り
出
ず
。
.汝
は
萬
有
を
主
宰
り
た
も
ぅ
。
汝 

p
+
f 

|權
勢
と
.能
カ
&'
-̂
.
'
>
.
汝
0-
手
は
能
く
ー
.切
を
：レ
^

,

:

:

:

但
し
.我

ら

斯

め

，
ご

と

く

启

ら

'

V

 

-

.

 
.

 

-

-

 

..丨
 

.

.

.

.

 .

 
,

 

.

 

.

進
ん
：で
献
ぐ
る
こ
と
を
得
だ
る
％
我
は
何
办
ら
ん
や
、
：ま
^.
我
民
は
何
な
ら
ん
や
、
萬
ゆ
物
ば
^̂

•て
双
に
献

げV
こ
.る

な

り

，
：
：

•我
ら
'の
.神H
ホ\

よ
汝
め
蜜
名
の
た
.め
.に
汝
；の
家
を
.建
.て
ん
と
て

我
ら
が
備
え
た
る
此
衆
多
€>
.物
は
凡
て
汝 

め
.字
よ
り
出
ず
、
：
ま
；た
：皆
な
ん
ぢ
の
所
有
な
.り

：
：
：
我

祌

よ

、
_
:
:
.
.

汝
は
-

:

:.|
1
:直
を
悅
び
た
も
ぅ
。…

：
i

ホ
.バ
.
.よ
'
:汝

•の
民
を
し
て 

此
精
神
を
何
|^
ま
で
も
そ
0'
'
、名

..思
念
に
保
た
し
め
、
ン
そ ̂

(

歴
代
志
略
上
第
廿
九
章
十
■一ー

十
八)

と
。
 

V
ご
：の
ダ
ビ
デ
の
'言
葉
の
中
に
、

-

 ̂

, 

與
物
を
創
造
し
給
ぅ
た
祌
は
、
燦

上一.

评
の
も
の
.の
：眞

實

の

、
.唯1

の
、

絕

對

办

、

」

至

高

め

所

有

者

で

あ

る
-°
こ

の

事

實

を

舊

約

聖

書

'

I
 

■
 

I

は
隨
所
'.に
謳
つ
て
.い
る
。;
.詩
篇
に
.い)

ぅ

广
'-
-

'

、
•:
'

'

:

:

.
•'
■

_

一「

池
ど
こ
.れ
に
充
て
.る
.も

の

、
il
l：
界
と
そ
の
^
に
す
む
も
の
と
は
皆
.
.

H.
ホ
バ
：
の

も0

&
り
!_
.
<詩
篇
第
廿
吗
篇
ー
>
.
1

■

 

. 

. 

- 

: 

/

'
.
.
. 

. 

‘ 

. 

、
 

- 

.

. 

- 

■

■'
ま
.た
出
挨
及
記
'に
ぼ
：
.
'ソ

，

；
：
.
.:
■

'■
'.
.

'

: 

.

. 

「

金
地
：は
わ
が
所
有
な
れ
ば
な
ゥ
|_
1
.
.

(

出
埃
及
記
#;
'
十
九
萆
五)

.

'

‘

.. 

.

と
あ
り
、
更
.に
，ョ
1ブ
：記

に

は

.

ぐ
. 

.
、
':
:

'

-

•

- 

.

 

• 

. 

• 

> 

. 

. 

'

「

普
天
：の
.下
に
.ぁ
る
者
は
^
泰

」

：と

く

我

有

な

达0

5
記
第
四
十
一
章
十
|
> 
: 
.

.

と
あ
る
。
同
様
の
章
句
は
他
に
隨
所
に
見
出
.さ
れ
る
。
 

：

人
が
自
分
の
財
產
だ
■と
思
い
込
ん
で
い
る
物
、
卽
ち
身
心
、の
能
力
、
土
地
、
'家

屋

、

生

產

物

な

ど

の

富

は

、
，實

は

、

地

上

に

神

の

.國

を 

實
現
せ
ん
がM

に
用
う
べ
く
、
人
間
が
祌
か
ら
委
託
さ
れ
た
.預
り
物
で
ふ
つ
..て
、.：
こ
.れ
ら
.の
■
を
所
有
す
る
人
間
の
權
利
、
郎
ち
人
間
の 

.
所
有
權
は
、
そ
の
背
後
..に
あ
る
祌
の
究
極
的
、.
絕
對
的
の
所
有
權
の
.前
に
：
は

單

に

相
»
的
、
派
生
的
、
條
件
的
の
も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
な 

.^.
さ
れ
ズ
地
上
の
时
人
も
自
己
の
財
產
と
雖
も
氣
儎
勝
手
に
使
用
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
の
使
用
は
常
に
神
の
.正
義
に
合
致
し 

.
て
行
わ
れ
な
对
れ
ば
な
0
な

い

.°
:

.

:

.

し
か
し
、
右
に
.述
べ
た
と
こ
■ろ
か
ら
略
々
：推
察
さ
れ
る
よ
う
に
.、
舊
約
聖
書
は
決
し
.て
私
有
烟
產
そ
の
も
の
の
存
在
を
否
認
し
よ
う
と 

•
す
る
も
の
で
は
k
い
。
'.
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
自
由
な
る
ィ
ス
ラ
：十
ル
人
の
生
活
に
は
何
が
し
か
の
適
1£
.な

所

有
-^
絕

對

に

不

可

缺

で

あ

る

と

i

.

 
■

 

r

 

■

 

-

.

.

 

.

 

-

.見
て
い
る
。
さ
れ
■ば

箴

言

に

い

う

、
.
：

 

■
 

* 

.

:
「

哉
を
し
て
貧
し
か
ら
し
め
ず
、
ま
た
富
吏
し
I
ず
、
.惟
な
く
て
な
e>
'
ぬ
糧
を
與
え
給
え
、
.
そ
は
.我
あ
き
て
神
を
知
ら
ず
と
言
い
、
\

ホ 

.
パは
誰
な
り
や
.と
い
，わ
ん
こ
と
を
.恐
れV

ま
た
貧
し
く
し
て
窃
盗
を
な
し
、
我
が
神
の
名
を
.汚
さ
ん
こ
と
を
恐
る
れ
ば
な
り」

(

箴
言
第
舟 

章
八
1
九)

と 
0.
 

.
-

■:
S

;.
•,
. 

•

-

.
 

.

過
大
.の
，.所
有
は
人
を
し
て
信
仰
を
怠
り
、：
 
'
神
の
进
_
を
忘
れ
し
め
、
、過
少
の
所
有
は
人
を
し
て
窃
盜
な
ど
の
犯
罪
を
犯
さ
し
む
る
。
自 

由
な
る
ィ
ス
‘i

フ
.エ/,ル
人
と
そ
.の
妻
于
に
人
間
ら
し
い
生
活
を
保
識
す
る
に
足
る
程
度
の
所
有
こ
そ
芷
に
望
ま
1
き
遨
正
の
所
有
形
態
で
あ 

.る
。
多
き
.に
過
ぎ
ず
、
：
少
き
に
失
せ
ず
、
ま
た
當
ま
ず
，
さ
れ
ば
と
い
つ
，て
貧
し
か
ら
ず
、
卽
ち
所
有
の
中
正
を
う
る
七
と
、
こ
れ
が
舊
.
 

V
約
.の
希
求
す
^
と
こ
ろ
^
あ
:^
、

こ

の

點

に

お

い

て

同

じ

V
'

 
.す
べ
で
事
熊
の
中
正
を
望
ま
し
い
と
し
た
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

社

會

思

想

セ

匕

て

，
や

べ

.ブ
-ラ
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三
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七
八
六
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)

.&'
の
ょ
5:
\
な
見
明
に
嚴
づ
^
ナ

^
ろ
、.へ
ホ
..セ
-ア
、
イ
ザ
ヤ
、
第
二
イ
ザ
ヤ
、
.
£
力
等
の
ベ
ブ
ラ
イ
の
預
言
者
達
は
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
時 

今
の
&
會
的
不
芷
を
銳
ぐ
觀
し 
>
 
.

激
し
く
寶
め
た
が
>
ン
い
ず
れ
も
社
會
組
織
を
楔
本
的
に
變
革
し
ょ
ぅ
と
い
ぅ
社
會
改
造
論
者
で
は
な 

く
、
•：飽
く
ま
で
#
0

正
義
に
富
#.
及

び

不

正

を

働

く

人

々

’
を

從

わ

^
め
る
こ
と
に
ょ

つ
て

社
會
惡
を
解
決
す
る
こ
と
.が
.で
'き

る

と

確

信

す 

.る
點
^
お
い
.て
依
然
と
し
て
宗
敎
家
た
る
ヒ
と
を
止
め
：な
か
.つ
.た
め
で
あ
る
。
'
'
.

ぐ
'
ン

.v:v 

.

?

0
倚
こ
の
.點
.に
つ
.い
，て
»
^
^
^
^
^
^

(

2 
ノ
.現
代
基
督
敎
辭

典
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&
i

l
s
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d
e
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r
i
g
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n
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利
未
記
に
い
ぅ「

地
を
賨
.
る
に
は
限
り
な
く
寶.る
べ
.
斧
ら
ず
ノ
地
は
我
の
有
な.
. ^

は
な
P

O

.
汝
ら
は
家
族
ま
た
は
寄
寓
者
に
し
て
我
と
と
も
に
在 

る
な
り

」
(

第
二 f

五
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測
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.
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率
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